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後期中等教育完成への接近
―一企業の要求とそのひずみ―一

ご ヽ ぎ ヽ ■デ ヽ
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後期中学校の完成については,さ まざまな角
度から検討される必要がある。ここでは,企業
からの要求を中心に,そのひずみや矛盾をあき
らかにすることによって, この問題への接近を

こころみにみてみよう。

1 企業の要求      _
企業が後期中等教育の完成を積極的に支持す

ることはもともとありえないと考える。支持す

るばあいがあるとしても,それは消極的な意味
合いにおいてでしかない。

企業には,一般に,伝統的に学校教育への不
信に通ずるものがある。ことに “伝習"方式を
技能熱達のすべてだと考える人々にとっては,

学問は邪までさえあった。学校があたえる “空

理空論"は技能の熟達にはかかわりないものだ
し,む しろ邪まであり,せめて,も っと実質的
なもの,も との高等小学の実業科的なものでも
あればよいのだが, この頃の教育にはそれもな
い。いや,それさえ,と きには邪まになる。職
場の実際を知らない教師によって,いいかげん

な教育をやられたんでは,子どもに変なクセが
ついてしまって,職場に入ってからの訓練のじ
ゃまだ。技能者に大した理くつがいるわけでは

ないし,い っときも早く職場に引渡してもらっ
て,そ こでみっちり鍛えることに よ って “う
で"も “人間"も できるのだ。このような考え

方がある。

このような考え方には, 2つの前提ないし条
件がある。 1つは,要求される労働が単能的労
働又は単純労働であるということ,他は,技能
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熟達のためには訓練しこみ年令が早ければ早い

ほどよいという信仰, この 2つである。

たしかに,技術革新の進行にともなう企業内
での職務の変化を吟味すると,そ こにはあきら
かに職務の高度化と単純化の同時進行が見られ

る。単能的労働は今後もかなり大きく残るもの

と見なければならない。単能的労働者の訓練に

多くのコス トをかけるのはバカげたことだし,

高度化した部面を担当するものだけを特別に訓

練すればよい, といぅ考え方が訓練職種を大き

くしぼって,基幹職種だけを残 したり,あるい
は訓練の重み・期間の多様化などの試みとなっ

てあらわれている。しかも,そのような組織的
・体系的訓練の努力は少数の大企業において行

なわれているだけであって,大多数の企業にお
いては,組織だっ

′
ていないOJT(On the T_

raining)が あるだけだ。

技能に熟達させるための訓練は時期が早けれ

ば早いほどよいのに,全員が高等学校段階教育
を受けてからでないと訓練に入れないようにな

れば大問題だ, というなげきや不審がる声をき

く。熟練達成の適期についてのたしかな研究は

ないので,何ともいえないが,た しかに Skill‐
fulな手は幼少からの訓練によって生み出され
ると考えてよいようである。しかし, ここで考

えなければならないことがある。巷間,と くに

町工場主あたりの力説するように,15才 までが

技能熟達の上限である, という考え の なか の

“技能"と は何をさしているか,力 第` 1の問題
である。また, “うで"と “人間"と いうばあ



し

いの “人間"も 問題である。結局のところ,親
方について,ながいくるしい修練の道 程 をヘ

て,親方のしごとの型を会得していく過程から
生まれる辛抱 。従順 0型にはまった無 批 判 な

人間ということに重点があるように考 え られ

る。このことは,あ とで再び吟味することにし
よう。

企業の要求の 1つに “子飼しνl■_"と いうこと

がある。これは,従業員が後期中等教育を受け
ることを否定するかまえではないが,す くなく

とも,企業のタトの学校へ従業員を出すことを消
極的にするかまえではある。要するに,一生を

その企業につないでおくことによって,社是ヘ

の忠誠′いをたかめ,愛社精神を養うことが企業
の秩序維持のために大事なことであるのに,社
汐卜の学校へ出すと,外の空気を吸うことになり,

ときには反社会的なかまえを育ててきて,秩序
を乱すことをおそれる。だから,で きるだけ若
い うち (中学卒)か ら社に入れて,あ とは外の

風に染まないようにするためには,公教育によ
るオープンの後期中等教育体制のワク外にあっ

て,自社独自の方針のもとでの教育・訓1練をえ

′らぶことになる。

以上見てきたように,す くなくとも,単能的

労働要員源,安価な労働力従順な労働力確保と
いう願望からは,後期中等教育完成への積極的
要望は出てきようがない。むしろ,教育の格差
がげん然とあることが望まれる。つまり,一般
技能者中卒,一般職員・技術的補助者高卒,中堅

幹部・現場スタッフなど高専卒,中・上級幹部
・開発研究員など大卒 。大学院卒という風に。

それにもかかわらず,かなり多くの企業が,
従業員の高校通学を何らかの形でみとめようと

しているのは何か。それは労働市場の圧力によ

るというほかない。学歴偏重の社会のなかで,

中卒者だけがギセイを強いられるい われ は な

い。うだつの上らない境涯から脱出するには高

校教育を受けることだ。高校へ通うことを認め

る社になら入社するが,さ もなければいやだ,
と,は じめての労働力の売手市場のなかで,少
年たちが強気になるのは自然である。まして,

企業のなかでは,終身雇傭,身分制,年功序列
制など,志をのばすには余 りに多くの束縛がが

んじがらめになっていて,実力体制などとばし
い。入社後,こ ういう体制のなかで,高校通学
を志しても,社でよいカオをしないとなれば,
志をのばすためには退社する,と いうことにな

る。若年労働力の売手市場という状況下では,

若年労働者の非定着は社業の浮沈にかかわる。

若年者の定着をたかめるために,さ まざまな形
での学校へのアテンダンスを認めざ るを え な

い。たとえば,社立高校 (定時制), 通学承認
と援助,通信教育への集団入学,特定高校との

連携などがその手だてである。

このようなかまえは,後期中等教育完成への

積極的なかまえではなく,あ くまで消極的なも
のでしかないとみてよい。

2 熟練の質の変化
生産設備の高性能化・ 自動化―高能率化はの

っぴきならず進行する。そのなかでは,熟練の

質はいやでも変化せざるを得ない。それは定型

化と管理作業化の 2つの方向への変質といって

よかろう。しかも,そのうちの定型化の方向は

機械にかえられる公算が大きい。豊富なチープ

・ レーバーがあるあいだは,機械化は進行しに

くいが,わが国の現在・将来の労働市場からみ
ると,定型化された作業の自動機械化はのっぴ
きならず進行するように思える。い まの と こ

ろ,軽機械の組立てと婦人労働者のバランスだ

けは当分くずれそうにない。自動機械化された

ばあいの作業はとうぜん管理作業の性格をつよ

める。

筆者の見聞した範囲内から例をあ げ てみ よ

う。鉄板の複雑な曲げはもっとも高度な熟練を

要するものの 1つであろう。この曲 げ に も,

digital(数 値制御)方式が採用される可能性が

あるという。それは遠からず実現するだろうと

きいた。造船におけるタト板の展開もしかりであ

る。ここでも,オ フ・セット段階で digital方

式が採用されはじめているという。いくつかの

かなり熟練を要する職種によって構成された造

船作業も,こ うみてくると,管理的作業化の傾

向が著しい。

現在の諸工作機械による作業も,かなり管理
的性格をつよめてきている。はじめのセッティ

ングどおり,機械は狂いなく自動的に作業をす
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すめる。それだけ,機械の材質もよくなり,精

度もたかく,治具・工具もそれに応じて進歩し

てきた。げんみつに設計され・加工されたモデ

ルがあれば,それに “ならって"機械はげんみ

つなしごとをする。とすれば,工作の準備段階

がげんみつにしくまれることが何よりの重要性

をもってくる。あとは文字どお り監視的・管理

的作業である。このような段階での作業者に要

求されることは,どんな能力なり,態度であろ

うか。いろいろな形でいわれているが,筆者は

つぎの指摘をとり上げてみたい。

人格のいっそうひろい諸特質と関連 を も

ち,労働過程でも,知識習得過程であ現実化

される諸能力の形成の必要性が生じている。

○ 鮮明に活動目的を思いうかべながら,自
分の仕事を計画する能力

○ 条件の全面的査定
○ 条件が変化したとき,それに相応して行
動様式を柔軟に変化させる能力

○ しごとの方法の自己点検と改善
○ 実生活が提出する課題の解決に対決する
創造的・槍1意的な態度

(以上,「ソビエ トの学習心理学」より)

これはすでにありきたりの職能訓練方式が生

み出しえない能力や態度であるように思える。

筆者はかつて,技能オリンピックに初参加し

て,フ ライス盤競技で優勝した青年Hに関する

レポー トを興味ぶかく読んだ。かれの仕事への

とりくみかたには,いまあげた能力・態度のう

ち 1, 2, 4が具現されているようだし,あ と

の 2つ もきっと身についているように推沢1さ れ

たからである。かれは,機械工として,技能者

養成の過程と同時に工業高校に学んでおり,さ

らに当時ある大学の工学部に学んでいることが

記されていた。論拠をうるには,も っと彼につ

いてのケース・スタディをしてみる必要がある

のだが,いまはそれはかなわない。しかし,推

測が許されるなら,彼が身につけたこのような

能力・態度は企業内の訓練だけでなく,も っと

ひろく,一般教育や高い技術教育をうけたこと

と無縁ではないような気がするし,も っといえ

ば,彼の労働体験と学習が彼じしんのなかで,

主体的に統一されたところから生じたもののよ

る

うに思われる。彼はいわゆる “構成的習熟"を

達成しているのだといいかえてもよい。

さきに利用した「 ソビ
エ トの学習心理学」の

なかには, “操作的習熟"と “構成的習熟"と

いうことばが用いられ,つぎのように説明され

ている。

操作的習熟 (能力)=教師が与えた手本に `

よって行動様式あるいは手法につ い て銘記

し,そのとお りに行動すること

構成的習熟 (能力)=課程を個々の部分に
区分し個々の部分的課程のあいだにある (関

連関係・原貝J)を つかむこと。種々の新しい

課程をうまく解決するのに必要な労働 的 能

力。また,か くとくした知識を創 造 的 に適

用して作業することを可能にする能力

しごとを自主的にやるためには,そのよう

な「操作的」習熟だけでは足りない。あたら

しい条件のほかでしごとを行なうばあい,い
わゆる「構成的」習熟がもとめられる。この'

習熟は,動作体系の遂行を前提としてお り,
そして今度は, この動作体系の遂行が目的に

かなった動作を選択すること,お よびしかる.

べき順序でその動作を遂行することをもとめヽ

るのである。

Hの達成している習熟は, ここでいう「構成

的習熟 (能力)」 にほかならないように思えるリ

し,彼のこのような習熟は,かれの労働体験と

学習水準の高さとの結合から生れているように

思われる。

もちろん, このような能力・態度像は,わ
が国の現在の一般的な生産事態に見合うもので

はないかもしれない。しかし,公教育は将来に

むけての人間育成という責務をもつ。将来必然

化する生産事態のなかの人間としての能力・態

度像として,公教育はその実現への責任を負っ
ている。しかも,ひ とりのけや同様な少数者に

対 してでなく,国民すべてに対してである。.H

がのぞましい能力・態度を具現しているとすれ

ば,国民すべてが,そのようになるよう努力し

なければならない。

問題は,熟練の質の変化にともなうこのよう
な能力・態度指標は基本的なものであり, した

がって,そ の実現は公教育の任務であるとして



も,高等学校段階の教育をもってしてはじめて

実現できるかどうかということであろう。もち

ろん,後期中等教育完成の問題をこの面からだ

け問うことはあやまりだが,こ の面から間うて

みても,生産事態の変革がすすむことをかんじ

ょうに入れれば,と うぜん高校段階をもっては

じめて達成できると考えられる。同時に,こ の

ことは,公教育における組織や方法への示唆と

しても提起できる性質のものであろう。

ほかにも,能力・態度指標と教育段階のかか

,わ りについてとり上げなければならないこと力l

あるが,こ こでは割愛したい。

3 0JT存 立基盤のくずれ
業界にはぬきがたくOJT必 要論あるいは絶
~対
論がある。OJTが ひとつの臨界訓練である
ことを考えると,必要論を否定することはでき
:ない。たとえ理論的あるいは実験的にしごとの

しくみや方法について理解していたとしても,

さまざまな現実条件のなかでの実際行動を演練

する要はなくならない。しかし,絶対物となる

と,やや趣きはちがってくる。

単純で変化の少ない生産事態では, “オヤジ

のあとからほき上る"式の,熟練者について見
:習
うことでじゅうぶんであったろう。また “単

純的熟練" “操作的習熟"を達成す るた め な
ら,生産現場で 1か らま10で見習うだけでこと

足りよう。この段階でははO」 T当然重視され

る。日前の現実処理から目の離れない企業一こ

とに零細企業一からみれば,学校教育の現実離
れ の空理空論ががまんのならないものに見える

ことは,小企業主などに話してみればよくわか

る。この学校教育への不信と反撥は,組織的訓

練体制維持の困難さとあいまって,学校教育の

1形態を排し,学校教育との断絶をはか りなが

ら,現実べった りのOJTに 執着させることに

もなる。OJTで なければ “うで"も できない
し “人間"も できないというわけである。その

うでが一技への熟達としての単能的熟練をさし

ていることはいうまでもない。そのような熟練

:をかくとくする “見習"い過程では,い ったい

どういう人間ができ上っていくだろうか。

伝習=見習いの内面構造については,こ れま
で何回かとり上げ,発表してきたので,こ こで

は簡潔にすじ道を示すにとどめよう。

伝習=熟練者のもっている型を見習い踏襲す

ること

① 型は多くは代から代へのながい伝習の間に

精練されてきた最も合理的・効率的な技能的

行動様式

② この技能行動様式は,科学的原理・法則に
かなったものであるはずだが,それは技能者

に意識されないままに行動化されている。し

たがって,それは主観的 (非客観的)なもの

で,人から人へ “知識"し とて伝えることが

できないから,示範される行動を理 くつなく

体得するより他ないことになる。

③ 型は可塑1生・弾力性に欠け,固定的で,個
性的特質から超越しているのであり, したが

って,見習い者は, “クセ直し"を し, “我

を殺し",“成′いをすてて,専心型に参入 し,
ながく苦しい修練・体得の過程を経なければ

ならない。

④ したがって,学習の能率性に欠け, “百万
人の技術"と なることへの期待は も ち に く

い。型の会得でさえ困難であるのに,その会

得した型からぬけ出し,自 己の個性的特質に

ささえられた独自の境地をきりひらきうるの

は, ごくまれな資質にめく
゛
まれたものでしか

ない。

⑤ 学習効果の転移性少なく,発展的展開ヘ

のゆうずう性に乏しい。一般には,一技への

熟達はあっても他の技・他の事態に習練効果

をおよぼすことは困難なばあいが多い。

このようなしくみのなかから,いわゆる “職

人"や “職人気質"が生み出され, と きには

“名人芸"が生まれる。職人の肌合い,意固地

で,一徹で,テ コでも自分をゆずらないなどの

気象は浪曲でうけるていのもの で あ る。しか

し,伝習が生み出す人間性 (単能的人間性)を
あげよ,と いわれるならば,次のように列挙で

きるのではないか。

○視点のくく
゛
まり・せまさ

○判断のせまさ・固さ

○固定概念にとらわれている。

○精神的姿勢の不自由さ

○ (理論的認識の欠如)理論への嫌悪・発撥



― ―……… ―…,甲甲甲雪警∵で…′

○進歩・変化への不信と抵抗

総じて,人間としての巾のせまさ,弾力性の

なさが生み出されるといえる。これは変革への

消極的力として作用する。

もちろん,現在では前述のように,伝習を存
立させていた基盤としての熟練の質の変化や生

産事態の変質が生じているので,訓練方式も変

ってきているが,OJT絶 対論のうちには .“伝
習"精神の肯定とよう護がこめられている。
OJTと いうきびしい現実の生産事態のなか
で鍛え上げられる即面は無視できないが,それ

とても,ただ生産ラインのなかにいきなりなげ
こんで,先輩熟練工との接触にすべてを期待す
るということはいささか楽観にすぎよう。

たとえば, “原価意識"の体得などはOJT
の効用のうちでも重要なものとしてあげられて

いる。現場で先輩たちが材料にムダが出ないよ

う,オシャカを出さないよう万全の配慮を払っ
ている姿を見習うことが,原価意識をたかめる

何よりの教育の場だ,と いう趣旨の よ うで あ

る。ところが,原価意識の何よりの基盤は計画

性と関係しており, これは基本的訓練過程で,

綿密に計画考案する学習のなかで養われるもの

であろう。非計画的な,よ く考えない仕事の段

取 りや遂行こそ,何より大きなムダを生むだろ

う。あるいは加工実習に関連する材料学習や工

作法学習,と くに規格材料からの材料どりや,

適時追加でげんみつな計測,合理的 な給 油 な

ど,基本的技術のげん格な習得があってこそ,
真の原価意識は生まれてくる。現場で,先手と
して,どなられながら身につける原価意識は主

体性のあるほんものの意識ではありえない。

OJTに 期待されてい る “品質 向上"“安
全"な どについても,同様のことがいえる。と

にかく,0」 Tは事態の変ぼうにかかわらず ,
なお不当に高い価値が与えられているように思

う。OJTの 存立基盤の多くはくずれてきてい
るのに,OJTへ のしがみつきが見られる。
以上やや一面的かもしれないが,後期中等教 :

育完成への途上に横たわるバーの 1つ として,

企業の要求があること,その要求も多分にひず

みをもっていて,近視眼的な企業につごうのよ
い側面の育成のためにそれにしがみついている.

ことを明らかにしたつもりである。

(国学院大学教授〉

■発明発見物語全集 <全 10巻>   板倉聖宣/大沼正則/道家達将/岩城正夫編   <国 土 社>
発売中  3 原子/デモクリトスから素粒子まで  近刊 1 数学/ピ タゴラスから電子計算機まで
4 電気/ら しん盤からテレビジョンまで
5 機械/時計からオートメーションまで

定価   6 交通/く るまから宝宙旅行まで
各 400円  7 化学/酸素ガスからナイロンまで

2 宇宙/コ ロンプスから人工衛星まで
8 物質/鉄からプラスチックまで
9 生物/家畜から人工生命まで
10 医学/おまじないから病気のない世界ヘ



企 業における通 信 教 育の

集 団 受 について

誠

講

一 ― ― 一 ― ― 一

(I)
今年の4月 ,東京で開かれた第 2回世界ラジ
オ・テレビジョン学校放送会議で,興味深いや
りとりがあった。第 8分科会 (ラ ジオ◆テレビ

ジョンを利用する通信教育)で, 日本の代表が

現状報告の中で,集団視聴が発展しつつあるこ
と,NHK学 園や12チ ャンネルと事業内職業訓
練との連けいによる通信制高校が発足して成果

をあげていることなどを説明した。これに対し

てオーストラリアの代表がなぜこのような形態

をとるのか分らない,と 質問した。大体通信教

育というのは集団化することが困難な場合に,

やむをえず行うものではないのか,集団がくめ
るのなら,無理してラジオやテレビの厄介にな
らなくても,ま ともな学校にすればよいではな
いか。というのがオーストラリア側の質問の要

旨であった。これに対して, 日本の代表は,そ
れが「 自学自習を助ける直接授業そのもの」で

あり,「教室における授業にかわりうるもので
あり,また,教師の役割りに代りうるもの」で
あることを強調し,通信教育が勤労青年に対し
て後期中等教育への門戸を開く役目を果してい

る現状を説明した。それでも質問者は十分には

納得せず,この疑間に同調する国も少くなかっ
た。

つづいて先の質問者であるオーストラリア放

送委員会 (ABC)教育局長ケネス・ ワッツ氏
がオーストラリアの現状を報告した。「・……各

州の学校のなかでは,と りわけ, クイーンズラ
ンドや西オーストラリアでは,小さな田舎の教

師がひとりしかいない学校が,大きな割合を占
めている。しかし,こ ういった学校にすら行け

ないような子どもが多く,そ ういう子どもたち
は,各州の通信教育を受けている。通信教育学
校は,また,健康を害して自宅で療養していな
ければならない子どもたちや,両親と一緒に海
タトに出ている子どもたちや,特別の病院学校が
付属していない病院に入院している子どもたち

のためにも役立っている。田舎の多くの地域で

は,子どもたちは,その地方の教師ひとりの学
校に入学し,11才 になって,場合によっては更に

何年かかかって小学課程を終えるまで学ぶので

ある。それからも,ち ゃんとした中学校のある

中央都市へ出て行 くわけにはいかないので,地
方の学校で勉強を続けることになり, したがっ

て,中学教育課程を教える通信教育で,教育を
受けるのである。……」ォース トラリアの通信

教育はまともな学校集団を組めないへき地の子

どもたちのために,1922年 ごろからはじまり,

現在約2,000人 が通信教育学校に在籍している

という。これは教育の機会を拡大するのに大き

な貢献をしたが,1941年 の国会の放 送 委 員 会
で,当時のABC委 員長は「 ……通信教育は,
確かにある程度は効果があるけれども,人間的
な接触 (personal touch)が ,不足している…」
と述べ,以来,その点の克服に努力をつづけて
がいる。ACBが 現在とっている4つの基本線
の一つにも「 いろいろな通信教育学校から教師

を呼んでマイクに向わせる。こうして,難 しい
種々の問題について,教師自身が証明し,特別

哉地宮



の質問に答えたりすることによって, じょじょ

に,へき地の子どもに,自分も学校という社会
の一員であると感じるようにしむけて行くこと

力`とりあげられている。

この線にそう試みとして The SChOol of the

Sirと いうのが効果をあげているという。従来

オーストラリアのへき地には F・ DoS(Flying

Doctor Service)と いうものがあった。何千と

いう孤立した農場には送受信の 2方式ラジオが

あって,医療上の必要がある場合にはF・ D・

Sセ ンターを呼び出して,電波を通じて医者と

話し合い,医療サービスが行われる。The Sc_

hool of the Sirは この F・ DoSサ ービス網
を利用して行われる通信教育であるが,その実

施状況はおよそつぎのようなもので あ る としヽ

う。

「 FoDoSの あるセンターでは, つなが り
は,田舎の学校の教室で保たれ て い る。これ

は,一種のスタジオのように作られていて,一

日の中,あ る時間だけ,放送に出演する教師が

F・ Desの カバーしている学校の生徒たちに

話しかける。何千平方マイルにわたって散在し

ている農場に生活している子どもた ちは, 受

信 0送信ラジオの前に坐って,先生の話に耳を

傾け,ス イッチを切 りかえることによって,質

問に答えたり,自 分たちが出あった難しい問題

の説明を求めたりする。学校における子供たち

の基本学習は,州の教育委員会がそれぞれ決め

る通信教育によって準備されるのだが,個人的

な接触とか説明は,放送学校の先生によって行

われる。このようにして,子どもたちは,質問
したり,答えたり,あるいは歌や物語について

学んだことを示したりすることができるばかり

でなく,何百マイルもはなれたと ころか ら,
home_School学 級の合図の鐘の音を聞くこ と

ができるし,他の子どもたちのささやき声や足

音を聞くこともできる。また子どもたちは,あ

る学級の生徒たちみんなと声を合せて歌うこと

もできるし,文字を書いたり,暗算の答えを書
いたりして,自分の学習を正すこともできる。」

(以上「  」内の引用はいずれも会議用プリン
トによる)

θ

(I)
日本の現状とオース トラリアの現状とは非常

にちがってお り,通信教育によせられる期待も

異っている。オース トラリアでは通信教育はヘ

き地の孤立した子どもたちの教育の機会を拡大

するためのものであり, 日本ではむしろ技術革

新時代の新手として通信教育が登場した。前者 `

はいわば地域の後進性に根ざしたものであり,

後者は新 しい時代への対応の形態といわれる。

しかし, このようなJ犬況のちがいがあるにもか

かわらず, この日豪やりとりの中には,通信教

育にとって大切な共通の問題がふくまれている

ように思われる。それは通信教育を学校教育の

本来の形態の一つと考えるかどうか, というこ

とである。face to faceの 人間関係の上 に行

われるものを学校教育の本来の形態と考え,そ

れができない場合の便宜的,補助的,あ るいは

一時的な形態として通信教育をとらえるのか ,

それとも通信教育が本来の恒久的な学校教育の

形態の一つとなるべきだと考えるのか,と いう

ことである。通信教育を手段と考えるが, 目的

と考えるか, といってもよい。オース トラリア

の場合,通信教育を本来の形と考えていないこ

とは, が, 通信教育を本来の personal touch

を基礎とする学級集団に近づけようとする試み

であることをみれば分る。これに対して日本の

場合は,NHK通 信教育部長の大石利三氏がい

っているように,「 この放送を利用することに

より,通信教育の生徒は,ス クーリングの免除
という特典を教育関係法によって認められてい

る」のである。ここではスクーリング (faCe to

faceの 教育的人間的関係の場)を減免されるこ

とが特典であり特徴とされている。この特徴は

事業内職訓|と 定時制高校との連けいの場合 (12

チャンネルによる技術工業高校もこの形態の一

つである)に もみらる。事業内職訓で特定の教

習科目修得をした場合は,そのまま高校の特定
の教科目を晨習したものと法的に認められるこ

とになっているのであるから,その教科目に関

するかぎりは高校の教育的人間関係とは無関係

に単位を取得することになる。

このように face to faceの教育的人間関係

の場を減じ,ま たは免ずることが,特典であり



プラスの面である。というのは,それが教育の

機会を拡大するのに有利であるという考え方か

ら出ている。事業内職訓と定時制高校との連け

いによって,二重通学の負担を軽減した。ある

電機メーカーの寄宿生 (女子)は二交替の空き

時間を利用して高校の通信教育を受講 してい

る。全日制の高校に通学することが困難な者に

対して,高校の教育を受け,その卒業資格を得
させることに,連けいや通信教育が何ほどか役
立っていることは否めない。教育機会の量的な

拡大という点では,へき地対策としての通信教

育も技術革新時代の勤労者少年対策としての通

信教育もかわりがない。しかし, この通信教育

なり連けいなりを,「教室における授業にかわ

りうるもの,教師の役割りに代りうる」ものと

み,特定な対象に対する特定な教育形態として

固定化し,恒久化しよとと考えるならば,それ

は教育機会の量的拡大の問題にとどまらず,教

育の質的変容の問題をふくむことになる。

教育の質的変容に関する主張には二つある。

一つは科学の進歩,技術の発展にあわせて,学

校教育の内容を根本的に再検討し,再編成すべ

きだという主張である。スプートニンク 0シ ョ

ック以来,ア メリカの第一線の科学者たちが,

初等中等教育の科学教育の改革のために精力的

なグループ研究を展開しているのなどはその例

である。この主張は教育の全体に共通する一般

的,本質的な問題とみられる。もう一つは教育
の内容を多様 fヒ しようというものである。技術

革新―経営革新時代の産業界が必要とする多様

な人材を,学校教育のそれぞれのコースで養成
するという構想である。1963年 1月 に出された

経済審議会の答申 (「経済発展における人的能

力開発の課題と対策」)な どはその例で,学校
教育は産業界の需要に応えることにその存在理

由を与えられ,需要に能率的に応ずるために個
人の適性能力の開発が重視される。この場合,

教育の質的変容は共通の問題というより,内容
0形態の多様性一―相互の質的差異の問題とな

る。当面この多様性が問題となっているのは,

義務教育修了直後のいわゆる後期中等教育の段

階である。この段階はまた教育機会の拡大が問

題になっている時期でもある。ここから,Ser_

ondary educatiov for allは 後期中等教育の多

様 fヒと表裏の関係にある, という考え方が出て

くる。

通信制高校,あるいは職業訓1練と定時制 。通

信制高校との連けいを,教育形態の一つとして

定着させ,こ れらを多様な後期中等教育の一環

しとて位置づけようとする主張もこ こか ら出

る。普通科を主とする通信制高校はその独特な

形態で他と区別され,連けいは そ の対 象,内

容,形態とも特異なものとなる。そして,集団

受講の発展はこれらを独自な教育形態として定

着させる傾向を強めているのではあるまいか。

1962年の高校教育法改正によって,連けいの道
が開かれ,広域通信教育制高校が認められて以

来,集団受講は著しく発展したが,こ れらの集

団の大部分はボランタリー 0グ ムー プで は な

く,特定の企業の職場に働 く勤労青年たちであ
る。事業内職訓|の訓練生に連けいという形で通

信制工業高校の課程を集団受講させる場合,連
けいという形でなく,事業内職訓の訓練生に普
通科の通信制高校の課程を集団受講 させ る場

合,お花,生け花では満足しなくなった女子従

業員に,普通科の通信制高校の課程を集団受講

させる場合,の 3つが大部分である。いずれも

主として大企業が中学卒業者として採用した現

場作業員であり,高校の課程を了えても,ひ き
つづき同じ仕事に従事することをたてまえとし

ている。

最近の高校進学者の増加に伴って,企業は中
学卒業者の採用難に当面している。この傾向は

今後ますます顕著になることが予想される。文

部省は1960年 11月 に,「進みゆく社会の青少年

教育」を発表し,1970年 には高校進学率72%と

推計したが,1964年の進学率が早 くも70%を超

え (同上の推計では59.7%)支部省の予想より
はるかに急テムポで高校進学者が増加すること

が明らかになった。これは日本の企業が現在ま

たは近い将来必要とする高卒者の数よりはずっ

と多い数であり, したがって中卒者の方は必要

とする数よりずっと少なくなる。企業の側では

この需要と供給のアンバランスに頭を痛めてい

る。 2～ 3年前までは供給源を拡大するとか,

労働条件をよくする等によって中卒者を集める



方針のところが多かったが,最近は高卒者を以
て中卒者にかえる所が増えている。野間教育研

究所の調査によると1961年には技能系列に高卒

者を採用する企業の数は37%(こ の内,中卒者
を併せて採用するものが30%)であったのに,
1962年には65。 2%(こ の内,中卒高卒併使用
54.7%)と 2倍近い増え方であり,1963年にも
66。 2%(内 ,併採用56.6%)と ひきつづき若干
の増加をみせている。技能系列に中卒者のみを

採用する企業は1961年の63.0%から348%(19
62年), 33.8%(1963年 )と 1962年を境に激減

している。

このように中卒者にかわるべき高卒者の採用

が一般化してくると,そのような高卒者を養成
する高校が必要になり,それは従来の高校とは

形態 0内容ともに異ったものであることが望ま

しい。と企業側では考える。この考え方は1963

年 1月 の経済審議会の答申に反映されている。

つまり,職業訓練と定時制高校・通信制高校と
の連けいを強めさらにそれを発展させて独特の

教育訓練機関としてそこで行う各種の職業教育

訓練を高校教育と同様中等教育の「分野を形成

するようにし,さ らにこれを義務化することも

考えられる」 (経済審議会「経済発展における

人的能力開発の課題と対策」p.175)と いって
いる。つまり,従来の高校とはちがった独自の

教育機関を目ざすものとして,連けいや通信教
育が位置づけられている。職訓と定高の連けい

や,通信教育の集団受講は,こ のような独自な
教育機関を目ざすものとして,企業のイニシャ
ティグによって推進されているようにみうけら

れる。このような形態の高校が発展することに

よって,高校進学者の数やパーセンテージで
は,統計の上では急上昇するが,雇用の面では

中卒者を確保できる。高校卒業の資格を取得で

きるので,その点で本人たちの不満を軽減でき
るし,形態,内容とも他の高校と異るので,現
場作業に定着させるのに都合がよいし,雇用上
の差別をつけやすい。それにこれが世界的風潮

である後期中等教育の完成に一役かっていると

すれば,いいことずくめではないか。企業の側
ではこのようなビジョンを描いているようであ

る。

(Ⅲ )

集団が組めるのにどうして通信教育などとい

う手段を用いるのか, というオーストラリアの

質問者を納得させるには,以上のような背景を

説明しなければならないのではないか,と 私は

傍聴席に座っていて考えた。相当通信教育, と

くにその集団要請は,いわゆる「学校」と距離
を保つ「学校」として雇用者に歎迎 され てい

る。それにしても,相当数の青年を,不充分な

形態の学校に定着させることが後期中等教育の

完成図であるというのはうなずけない。不充分

な形態は,それは充分なものを目ざす過途的な

ものとして意味をもつことはあっても,それ自
体が目的としての価値をもつことはないからで

ある。すべての人に完全な教育を与えてこそ完

成といえるのではないだろうか。もとより従来

の学校,高校の内容や形態にも多くの問題はあ

り,こ れを将来のビジョンの基礎にすることは

できない。生産現場の技術的動向と学校教育と

の接近等,学校教育の体質改善は強く望まれて
いる。しかし,こ れは特定の機関を作ることで

はなく,学校教育の全体に通ずる本質的な問題
とみなければならないのではあるまいか。

(菌学院大学助教授)
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イタリアにおける職業技術教育
一一現状と改革の方向一一

前 之 園 幸

1 今日の問題状況

「1956年にかけてのイタリア教育に関する一般的印

象は,あわただしく諸改革が着手されつつある」① 最

中であることだったとアメリカの一教育学者が語って

いるように,今 日イタリアにおいては,あ らゆる角度

から教育改革が行われようとしている。

もともとイタリアの国民性は伝統保持的な傾向がつ

よいといわれ,教育の問題についても,改革の基本は

いわゆる構造改革的に現行諸常1度の批判的検討の上に

立って徐々に行うということにある。この改革の主要

な方向は,(1)すべての人に学校を用意し,今より以上

の教育を与えること。これは歴史的にイタリア固有の

問題である文盲問題へのとりくみである。(2}古典的中

等学校とは別個に,市民生活,経済生活についてもっ

と直接的な教育を行う新しいタイプの学校を創り,現

行の学校体系の中にそれをくみ入れること。(3)児童の

発達及び学習過程のより現実的な認識にもとづいて,

カリキユラム及び教授法を改善すること。この三点を

あげることができる。

さらに国民の教育に対する関心は一般につよくて,

かつ批判的である。コンプリヘンシヴ・スクールの成

立の可能性を阻んでいるラテン語学習の問題をめぐる

賛否両論,科学技術及び産業についての専門教育をう

けた教員の深刻な不足,教員の低すぎる給料の問題,

カリキユラム近代化のさしせまった必要等が,連日新

聞の主要な記事としてあらわれ,ま た国民は 自覚 的

に,自分たちの学校が生活からあまりにかけ離れてお

り,しかも時代おくれで,官僚的で,融通がきかない

ことを批判している。②

イタリアの教育は歴史的な理由のために中央政府に

強力に統市1されているが,これが地方レヴェルでの民

主的なイニシァティヴの欠如という結果を もた ら し

て,教育の柔軟な進展にブレーキをかけていることは

問題点の一つである。また戦後イタリア経済は「奇蹟」

の発展をとげたといわれるが, この顕著な経済発展は

教育の再検討をせまらぬわけにはいかなかった。1955

年-60年の国民総生産の成長率をとると,西 ドイツの

34%についでイタリア33%はを示しており,イ ギリス

の12%ア メリカの9%をはるかに引き離している。こ

れはフィアト,モ ンテカティーニなどに代表されるJヒ

部の巨大企業が,EECの 倉1設後,設備の近代化と一
そうのマスプロ化に進んで欧州市場にのしあがってき

たという周知の事実によるものである。しかるに他面

では,南部問題をイタリアは歴史的に背負いつづけて

いる。中世以来の半封建的大土地所有 (ラ ティフォン

ディア)がいまなお維持されている南イタリアの開発

は進まず,こ の10年間に南部農業地帯から北部の工業‐

都市への国内移住者だけでも170万 に達している。農

業人口は1951年の時点で総人日の41.1%を しめしてお

り,その全消費額は,同年では,全イタリアの家族の

総消費額のわずかに26.8%で あった。① 農業人日の人

1当 りの消費額は,非農業人日の,52.4%す なわちか

ろうじて半分をこえるにすぎないということになる。

つまり「奇蹟」の経済成長がうたわれてい る半面 で

は,国民 1人当りの年所得は,イ ギリスの1620ドル,

フランスの863ドルにくらべて,イ タリアは530ドルに

とどまり,さ らに南北住民の所得格差は,一向に改善

されていない。1950年,南部住民の 1人当り所得はヨヒ

部を100に して47.7%で ぁったが,1959年 には46.6%

とむしろ低下しているのである。そして失業者数は19

55年までは,200万台,今日でも,約 4分の1を減少

しただけで,150万の失業者をかかえている。
このような企業の近代化,マ スプロ化と経済の二重

構造とによるイタリア社会の矛盾を解決する一つの方

法として技術教育の検討とその改革が本腰を入れてと

良「



りくまれることになった。1959年には, ファンファー

ニ案とよばれる教育十年計画が実施に移された。これ

は1959年 -69年の10年間に教育の整備拡充のために22

億 ドルの臨時支出を行うというものであった。しかし,

あまりに理想的にすぎて,経済的裏ずけを欠いていた

ために,実施後 2年にしてこれは挫折してしまった。
これについで1962年 7月 24日付の法律第1073号は,19
62年-65年の 3年間に教育の体質改善をはかることを

目標として公布された,<三年計画>StralCiS trien_
naleの 名でよばれているものである。そして,技術教

育に限っていうならば, この計画をバックにして,い

ままでの学校制度のなかにはなかった新しいタイプの

学校が生まれ発展することになった。この学校につい

ては後でふれるけれども,それは職業高校 (IStituts
Professionale)と よばれている。従来の柔軟性 を欠

き,中央で定められた時代おくれのカリキュラムにが

んじがらめされて,産業界の多様な要請にこたえられ

ない技術教育の批判の上に生まれたものである。

しかし,技術教育の発展させらるべき方向はひとま

ず明かにされながらも,それの進展をさまたげている

イタリア的事情が在する。その第一は財政的基礎の間

題である。政府が最近になって熱意を示しはじめたに

もかかわらず,お どろくはど教育経費は貧弱である。

そのために,教員数を制限せざるを得ず,ま た産業界

と専門的教養を身につけた技術系教員の確保のために

競争しなければならないが, これとても給料などの面

で,教師を得られないという事態がおきている。

予算不足による学校の実習場及び,実験実習設備の

貧弱さに加えて,教員数の絶対的不足,専門教師の確

保の困難等のために,教科書中′いの技術教育が行われ
ているというのが実状である。これほど安上りの教育

″まないからである。

第二の点は最近とくにつよくみられるようになった

新中間層化の傾向である。イタリアでは伝統的に人文

主義的教育が主流をなしており,ま た社会的上昇のパ

イプの機能をはたしてきた。そして,今 日ほど,技術
者や熟練工が求められ,かつ不足している時はないと
い うのに,国民の意識は,その子弟を法学士に仕立て

上げることにむいてしまっているccちなみに,1953
年-54年の大学総数14万人についてみ る と,法 学部
28,500人文学部2,4000自然諸科学23,300人 医学部 22,

000人 経済学部20,000人そして機械及技術は15,500人

にすぎない。農業及び商船について,3,500人 後の残

りはその他の8学部に在学している。

このように,技術教育以前の困難が存在し,その体

質改善の前途はかならずしも明るくはない。

12

2 歴史的にみた技術教育の位置

イタリアにおいて,制度的に近代教育が成立するの

は,1859年 のカザーティ法によってである。カザーテ

ィはイタリア統一前のサルデニア王国の文部大臣であ

った。サルデニア王国のカブール政府によってイタリ

ア続一のイニシャティヴはにぎられ,1861年 にいちお

う統一は達成されるが,問題になるのはこのような政

府によって制定されたカザーティ法の性格である。

これはそれまで個々に分割され,外国支配や反動的

君主の支配下にあったイタリアを統一的な国家につく

りあげることをそのねらいとし,近代国家の急速なる

形成の必要から,多様な地域的特殊性や住民の現実の

諸要求に考慮を払うことなしに, ピエモンテの教育の

モデルとして全イタリアに画一的におしひろめた。し

かもこのビエモンテの教育はサルデニア王国の貴族主

義的,人文主義的性格を強く持っていた。
したがって, これは379条 から成るその内容におい

て,大学及び古典語学校と教育行政とにそのほとんど

を費し,技術教育については初等教育と一括して,わ

ずかに述べているにすぎない。国民の日々の生活でそ

の重要の度を増しつつある職業一技術的 (tecniCS‐ p‐

rofessional)教 育についての認識は脱落していた。⑤

当時,すでに民間団体によって民衆の必要に応じる

職業学校が各地に設けられていたが, カザーテ ィ法

は,学校を分離して階級的差別を持ちこんでいるのみ
か,人文主義的教育内容に比較して不自然に科学―技
術的教育内容を軽視しているとの批判が行われた。①

近代教育が生み出された頭初から技術教育は,上の
ような考え方に立って,位置ずけられていた。そして

基本的には, この技術教育観は今日にいたるまで変っ

ていない。むしろフアッシズム期のジェンティーレ改

革においては,普通教育から技術教育を差別するとい

うことさえ行われた。それはジェンティーレの理想主

義哲学を反映したものであったからである。

ついで,すでに前にのべた中央統制の問題について

も言及しなければならない。国内統一と近代国家の形

成という要請の外に,イ タリアはローマカトリック教

会の世俗権の拡大の動きに対して,強力な国家権力を

行使しなければならなかった。教育に関していうなら

ば,教育の自律性を保持するためには強力な国家によ
る教育統牛1が必要だったのである。この問題は何うの

解決をみないままに今日に持ちこされ てい る。そ し

て, この歴史的特殊事情のために,イ タリアの教育は

強い中央統常1の下におかれており,その故に, とりわ

け教育内容はフレックシィビリティを欠いている。人



文的教科はともかく,職業技術的教育内容について
は, この傾向は著しく,かつ致命的である。しかし今

日イタリアの技術教育は,「わずかばかりのエリート

のために,一世紀半前によく機能した同じ教育方式を,

われわれが今だに固執しているJ(ヴィサレベルギ)
ことからやっとぬけだし,地域性と国民の諸要請とに

応ずる新しいあり方を志向しつつあるといえよう。

3 現行制度と改革の方向

(1)今 日の技術教育

技術教育の中,いをなしているのは,技術高校 (IS・
tituts Tecnics)で ある。これは義務教育の前期 の中

等教育三年をおえてから進学するもので, 5年制であ

る。ここをおえて,国家試験に合格すると,専門技術

者の資格があたえられる。イタリアの義務教育は 5年

制の小学校の上に,さ らに 3年間の中等教育を含んで

いる。これは伝統的な上級学校へ接続する中学校 (S‐

cuda media)と 職業準備学校 (SCu01a davviamento

Professionale)と に分れる。そして前者のみが技術高

校へ進学できる。しかし,国語と数学の試験に よっ

て,後者の卒業生に進学が許可される場合もある。

技術高校は現在では約 475校存在している。それは

農業,商業,工業,商船の4つのタイプからなり,そ

の三分の二は商業タイプの学校であるが,イ タリア経

済の観点からいうならば,90約校の工業タイプのそれ

が主要なを置位しめている。

ここでの教育方法上の特色としていわれるのは,理

論的教育と実習とのバランスのとれた調和であり,ま

たきびしい教育の行われていることである。ミラノの

化学技術高校では入学時, クラスの生徒が第 5学年で

は 4ク ラスになっていたという報告があるくらいであ

る。①また,地域社会の経済的諸要請に対応しながら
フレックシブルにその教育課程を展開していることも

特色の一つにかぞえてもよい。その地域の成人労働者

のために夜間コースを開設して,技術教育や実習場教

育を行うことまでやっている。

しかし問題がないわけではない。ここでは もっば

ら,高級技術者の養成のみを行っていて,熟 練 労働

者, ロアーレヴェルの技術者の教育が行われず, この

段階の教育こそ緊急に必要とされているのである。

従来熟練労働製の養成をひきうけてきたのは職業準

備学校と実業学校 (ScuOlatednica)と であ った。そ

してこれらの学校はその機能を種々の理由から発揮で

きなかった。

職業準備学校は厳密には職業学校ではない。これは

もともと中学校とパラレルなものとしてつくられた,

しかし中学校ほどアカデミックでない学校である。11

才～14才 の児童のための最終義務教育であって,彼ら
が実社会へ入ってゆくための準備にウエイトをおいた

普通教育を行うことをたてまえとしている。この学校

は約 2,OC10校 ぁって,約50万の児童が在席している。

しかし,これはあまり活溌だとはいえない。むしろ,

その目的がなんであれ,あまり発展しなかったとさえ

いえよう。その理由はいろいろだろうが,第 1に,最

初から当局の熱意の欠如していたことをあげることが

出来る。組織は別であるとはいっても, これのほとん

どは大きな学校の一部に間借りしており, したがって

施設設備は貧弱である。第 2に ,その時代おくれの教

育内容及び実習という欠陥である。これから結果する

のは,現実のたえず流動している労働内容の多様性へ

の理解の指導の脱落ということであり,さ らに常に進

歩発展してゆく技術への適応性を育て得ないことであ

る。そして第 3には, この学校へ刻印された社会的差

別である。義務教育でありながら, ここの卒業生はも

し進学するとしても,後でのべる実業学校へしか門戸

は開かれていないのである。中学校がエリートのため

の第段階だとすると, これはまさに下積みの労働者の

ためのコースなのである。この差別はあまりに不合理

であり「単一中学校」への強い改革の動きがあるが,

それについては,あ らためて論じられなければならな

い。いずれにせよ,上にのべた現実とかけはなれた教

育の故にこれはその卒業生の販路を失ってしまってい

る。逆に云うならば, ここでは社会の要請している熟

練労ltl者の教育を行っていないのである。

職業準備学校を終えてさらにその上の教育を受けた

いと希望する者は実業学校へ進む。これは1031年に創

設されたものであるが,現在では整理統合される傾向

にあって,すでに数校を残すのみである。これの目的
は熟練労働者 (Operai Specializzati)の 養成というこ

とにあったが,二年間に固定的な教育内容をつめこむ
ことだけでは, 日々移り変ってゆく現実の状況にはど

うしても適応できないというところまできている。

このように熟練労働者の養成のための教育が必要と

されながらも,その目的は不充分にしかはたされてお

らず, これの解決が急を要する問題であり,職業高校

(I Stituts Profestional)が出現したのである。

(2)改革の方向

リッカルド・バウエルによると改革は三つの観点か

ら着手されなければならないとされる。の その第一は

教育内容の改革の視′点である。従来は一芸に秀でる式

の職人像を軸にして教育課程が編成されていた。今日

13
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ではもはやこれでは技術教育の機能をはたすことはで

きない。今日の高度に発展した技術革新は技術労働者

に多様な適応性を要求している。したがってこれにこ

たえ得るためには,知性的,人間形成的教育が中心に

すえられる必要がある。そして思考力,理解力を高め

るために普通教科が重視されなければならないし,他

方従来のあまりに専門化され, こま切れな知識の寄せ

集めであった技術的中心教科は除去される必要がある

というのである。

この教育観を支えている思想の根底には,労働者の

教育は人間としての教養を高めようとする成人教育の

側面と,職業人としての知識経験を高める職業教育の

側面と,さ らに労働者の階級的自覚を促す労働教育と

しての側面がインテグレイトされはじめて技術教育は

成立するという考え方があるようにおもわれる。

さらに第二には,社会的な労働力の配分計画にそっ
た改革の視点である。経済発展の展望を国家的将来計

画に立って行いながら,その計画の中に職業技術教育
の改革を位置づけるというものもある。これはイギリ

スの<技術教育白書>や, 日本における人材開発政策

論に見られる観点に立つものである。

就業構造の変化とその配分計画については多くの研

究がなされているが,表 1は1959年を基準年次 とし
て,1975年 を目標年次とする労働者の配分計画をパー

センテイジで示したものである。この計画にしたがう

と現在の就業人口1,860万は1975,年 には2,120万を上

まわることにな

ろうと推定され

ている。そして

この計画を目標

に近づけるため

には,60万の教

員養成が必要と

なり,学校及び

諸施設設備のた

めヤこヤま22,500億

管理者,及
び高級幹部

技 術 者
事 務 職 員

現場監督者

熟 練 工
一般労働者

2.9(%)

2.2

6.4

1.0

25.6

66.9

5.8(%)

9.9

11.8

4.0

48.1

20.3

表 1 (SCuOla ecittム  ,  1963年 1

月号 p.40

リラが必要だと推定されている。

第三に,既存の学校の体質改善の視点である。職業

技術教育を行う学校はその設立と管理において三つに

分類される。それは文部省,労働省,私人のいずれか

に属している。

文部省に属するのは,前にのべた技術高校,実業学

校,職業学校等であるが,こ の外に,ま だ制度化され
ていないけれども,職業高校 (IStituts Profe‐ ssiona_

le)がある。これは熟練労働者の養成を目的としてお

り,こ この卒業生には技能習得資格があたえられる。
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これは技術高校よりも実際的訓練に重点がおかれてお

り,座学よりも実習に強調がおかれる。ここでは地域

的な特殊の諸要請に応じて教育課程が組まれ, 2年制

から5年制というまちまちの形をとっている。たてま

えとしては,職業準備学校からここへ進むのが普通で

あるが,最近は中学校からの進学者も増加の傾向を示
している。これはまだ発展の初期にあって,その将来 .

には多難が予想される。しかし現実に実業学校を吸収

統合しつつあり,おそらく職業準備学校も「単一中学

校」SCu01a media unica,と して中学校へ統合される

か,さ もなければこの職業高校へ吸収されることにな

ろう。後期中等段階での職業技術教育にたいする期待

と希望はひとえに職業高校にかけられているといって

も過言ではない。

労働省は多様なタイプの夜間学校を設置している。

これはすでに就職した者を対象とするものであるが,

最近あまりふるわなくなった。その重な理由は技術革

新による労働者の精神的疲労によるものだ とヽヽわれ

る。さらに労働省は1955年に公布された法律にもとづ

いて養成工訓練コースを設置した。これは企業内にあ

って特殊の技術訓練をうけながら,一般教育は企業外
の施設で一週間に数時間与えられるというものであ

る。ここでの訓練を終えると公認の技術習得資格が与

えられる。しかしながらこれも軌道にのってるとはい

いがたい。この外に企業が設立している,いわゆる企

業内学校がある。北部の大企業はほとんどすぐれた施

設設備の学校をもっているといわれるがその個々の内

容については祥らかでない。

上にのべた改革の三つの視点を考慮に入れながら,

職業技術教育は,職業高校の整備拡充,現職教育の再

編成,企業との連携教育にその問題解決の糸口をみい

だそうとしているとみることができよう。

<注 >
1)J.Justman, <The ltalian PeOple and the_

ir Schools>, KFppa Delta Pi,1958. p.18

2)J.JuStman,tbid.p.20

3)E.セ レーニ <イ タリア農業の構造的改革>
中村訳,  三一書房 p.190
4)J.JuStman,op,cit.,p.22

5)B.D.」 ovine, <StOria della Scuola popolare

in ltalia>, Einaudi, 1954, p.281

6)A.Ciccone, <R市 osta Compemporanea>
Vol.2, 1860.froln<ScuOla e Citta'>

1963, 1～ 2号月
7) 」.JuStman, op, cit., p.40

8) Riccords <Impostazionl e Prospettive

Bauer,    della istruzionc Professionale>

from<Scuola e Citta'>1963.1～ 2月 号

6     1   1959   1   1975
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ソ連邦の後期中等教育における

職業・技術教育 (1)

杉 勉森

ソ連邦の新教育制度による後期中等教育では, 8年

制学校を修了した生徒は,主 として,①生産教育をと

もなう中等普通教育の全日制総合技術学校,ま たは就

職したものは夜間制学校の 9学年に,②職業技術学校
に,③中等専門学校 (テ フニクム)に進学して,普通

教育科目・総合技術科目0-般技術科日とともに,そ

れぞれの専門の知識・技能の教育をうける こととな

る。しかし, これらの後期中等教育を行なう諸学校に

おける職業・技術教育には,ま だまだいく多の改善す

べき問題点が存在するのである。

1 職業技術教育改善の問題点
生徒は, 8学年を修了して上級進学をするさい,す
でに,「何になるべきか」,「いかなる職業を選択すべ

きか」について考え,決断しなければならない。それ
は,就職にさいし,現実に工場で職種を選択するのと

同じように,生徒にとってたいへんむずかしい,ま た

同時にたいせつな,真剣な問題である。が,こ の課題
の詳細については,わたくしの要訳した「 ソ連邦の学

校における職業オリエンテーション」にゆずることと

する。それはともかくとして,後期中等教育における

職業・技術教育について語るとき,各生徒が自己の職
業を正しく選択することが,その教育の前提となるこ

とは,疑 う余地のないところである。しかし,職業オ
リエンテーションの出発点となるべき条件は,C任意
の職業を選択しようとする生徒の希望,C職業教育の
ための条件をつくりだす後援企業体の能力,Cその職
業の労働者にたいする国民教育または社会全体の需要

である。ある生徒の希望が,後援企業体のもつ職業教
育のための能力と一致しなければ,彼は,当然, 8年
制学校修了後,その他の学校,職業技術学校やテフニ

クムに進学する方がよいであろう。生産教育をともな

う後期中学校 (総合技術学校)にたいする教育的・物

質的後援の保証については,いろいろな′点で産業環境

に依存している。多くの場合,工場は,教育のために

作業席を提供しているとはいえ, 8年制学校修了者を

全員その工場にむかえ入れることができないことは,

明らかである。そのうえ,国家的 0社会的要請も加わ

って,職業選択の課題の解決は,たいへん複雑な要素

をふくんで,国民教育機関の勤務者ばかりでなく, ソ

ピエト社会のあらゆる機関の働き手の協力を必要とす

るゆえんである。

一方, ロシア共和国教育科学アカデミー生産教育研

究所長A.A.ヮ シリエフの見解によれば, ソ連邦の
労働教育を特徴づける3つの条件一―それは,①社会

主義企業の生産人の養成, しかるのちにその生産部門

に必要な知識がさずけられ,その職業の知識・技能が

あたえられるべきであること,②近年,各種労働の科

学的・技術的基礎の共通性が増大し,生産の技術的進
歩につれて,それがますます大きくなりつつあ る こ

と,③この要因の作用がまた肉体労働と頭悩労働との

本質的差異の漸次除去と関連していること,であると

指摘されている。これらの諸条件にもとづいて, ソ連

邦における現代の職業教育組織の 3大原則を,A,A,
ワシリエフ教授はつぎのように提起している。

(1)専門知識と職業教育の内容は,作業者の職業・

熟練構成,分業とその内容の諸変化の分析にもとづく
ものでなければならないc生産の進歩は,技術的・経
済的意義ばかりでなく,社会的意義をもつ ものであ
り,社会科学としての教育学が, これらの変化を分析
しないでは,その発展はありえないのである。

(2)初級学校期 (8年制学校期)の職業教育とその

後の生産活動過程における熟練向上とは,相互に結び
つきが確立されていなければならない。

(3)その教育組織が技師・技手の専門の習得のため

に初歩的・必修の段階となるような,職業教育を組織
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ため,かれらをしごとにつかせることはひじょうに困

難となり, これが多くの青年や父兄の不満のたねとな

った」ことである。学校制度改革のきっかけをつくっ

た「学校と生活の結びつきの強化およびソ連邦国民教

育の発展」にかんする法律は,すべての青年が力に相

応した社会的に有益な労働に参加し,将来の青年の教

育全体が国民経済における生産的労働と結びつけられ

ねばならないことを規定した。したがって,生産教育

が後期中等教育では必修となり,生徒にそれぞれ職業

技術の技能をあたえて,生産的専門にかんする実際的

教育を行なうようになったのである。すなわち,生産

教育こそは,学校と生活・生産的労働を結びつけると

いうことができる。

(A)生産教育にかんする標準法規
このようにして,1960～61学年度にソ連の学校では

後期中等教育 (9～11学年)の全生徒の53%以上,す

なわち821,000名 が生産教育をうけたという。これら

の生徒の生産教育の改善について国民教育諸機関と各

学校 (生産教育は普通教育学校ばかりでなく,テ フニ

クム,職業技術学校などでも行なわれている)を援助

するために, ソ連邦内閣は,職業・技術教育にかんす

る内閣国家委員会とPシ ア共和国教育科学アカデミー

にたいして,他の政府諸機関および社会諸機関と共同

で,工業・運輸・通信の各企業,建設場・ ソフホーズ

・ コルホーズ,生活サービス企業,文化施設およびそ

の他の諸組織における中学校生徒の生産教育標準法規

を作成するように委任した。この標準法規にもとづい

て,各連邦構成共和国内閣は,それぞれの地方の条件

を考慮して,各共和国の生産教育にかんする標準法規

を承認するものとされている。

このようにして作成された標準法規で規定されるの

はつぎの事項である。①生徒の生産教育の 目的 と課

題,②生産教育の組織と内容の一般的基礎,③工業・

建設・運輸・通信の職業にかんする生産教育および農

業にかんする生産教育,④非生産的専門―一サービス

部門の専門にかんする職業教育,⑤学校と企業の義

務,⑥中学校卒業生の熟資格試験の実施。

生産教育の目的については,前述したところから明

らかであるが,その一番重要 な課題 は,前に「問題

点」としてあげたなかでのべたように,やはり後期中

学校における生徒の職業教育のために行なわれるべき

専門の正しい選択・決定であることが指摘 され て ヽヽ

る。

さらに,標準法規は,生徒の生産教育の便宜をはか

るために,学校と企業に義務づけを行ない,後期中等

教育における生産教育がそれぞれ,課題,教育活動の

内容と組織形体を異にする2つの順序正しい段階で実

施されることを要求している。

生産教育の第 1段階 これは,ふつう1年～ 1年半
の期間 (9～10学年)で,企業・建設 0ソ フホーズ・

コルホーズ,その他の諸施設において習得すべき専門

の作業を遂行するに必要な職業的技能を生徒に計画的

に形成させることを課題としている。この期間の教育

は,ふつう平均12～17名の一定の学習構成グループで

行なわれる。生産教育の好環境は,校地内ならびに学

校の近くで企業がとくべつに組織してくれる学習職場

や学習生産場にしてはじめてつくられるものであるこ

とが指摘されている。

この段階の生産教育における企業体の義務一―①学

習職場や学習生産場での生徒の学習に必要な現代的生

産設備をととのえること,②工具,裁置,原料,材料

の提供,③生産の発注をすること,④生徒の教育のた

めに技師・技手や熟練労働者を配属すること。

この段階の生産教育における学校の義務―一①生産

教育のためにとくべつに配属された技師・技手や熟練

労働者の労働にたいする報酬を学校で定められた資金

によって支払うこと,②文化・大衆施策の実施や生徒

の力に相応した生産業の遂行による企業体への援助

(学校と企業体との相互援助の習慣を確立すること),

③生産教育を学習職場や学習生産場で実施できるよう

に組織すること,④生産教育プログラムに適応した企

業の注文を遂行するようにし,生産教育過程の組織の

合理化をはかること,⑤生徒の生産作業の遂行方法の

訓練を教授法上正しく実施すること。

企業や建設場などの後援のもとに生産教育を組織す

る条件のない学校については,学校工作室または学校

間学習・生産工作室において生産教育を組織するよう

に,規定している。

9～10学年における生産教育の内容は,別表からも

わかるように,生徒の一般職業・生産のための準備教

育である。すなわち,仕上・修理・電気組立・電気修

理作業の学習,諸設備の構造の学習ならびに専門にか

んする実験室作業の遂行である。生徒は, この学習を

学習・生産工作室,学校や工場の実験室,修理作業場

ならびにその他の生産場で行なう。同時に 9～10学年

の生徒は職業の習得に必要な,できるだけ多くの‐般

技術科目と専門科目を習得する。

生産教育の第 2段階 10学年の後期から11学年にお

いては,生徒は直接生産場で学習すべき専門の職業技

能を習得するものとされている。この段階の生産教育

の課題は,直接,工業・運輸・通信・建設の企業体,
ソフホーズやコルホーズ,生活サービス企業や文化施
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別表 1
生産教育をともなう都市中学校の教科プラン

設で,ま たその他の組織のなかで学習すべき専門にか

んする生徒の職業教育を完成することである。

この期間においても生徒は組織的な生産教育を継続

するが,その学習活動の組織形体とその内容は,企業
の生産職場や生産場の日常活動に順応するものとされ

ている。

学校は, この期間に生徒の生産教育の組織的完成に

ついて配慮し,企業・施設・諸組織と協力して,直接
生産場への生徒の派遣を適時決定しなけれ ばな らな

い。そのためには,おのおのの生徒が専門別の教科プ
ログラムで予定されたすべての作業を自主的に遂行す

ることに習熟するように,作業場別の生徒の配置グラ
フを作製しなければならない。生徒は各自に配当され

た個人作業パートで多くの職業についてこの期間の生

産教育に従事し,ま たは普通 (お とな)の労働者の先

進的な作業班に参加する。しかしここでも,それぞれ
の生産場での作業または生産機械の操作のために生徒

作業班 (学習構成単位グループ)を組織できないこと

はない。むしろ標準法規では,それが望ましいとされ
ている。

そこで, このような標準法規にもとづいて生産教育

を実施している後期中学校で,職業・技術教育が,い
ったいどのように行なわれているか, 1～ 2の例をあ

げてみよう。

(B)総合技術学校 9～ 11学年生の職業・技術教育
の実際

ロシア共和国キーロフ州における生産教育の例をつ

ぎに引用しよう。共和国文部省審議会と共和国国民経

済会議幹部会は,同州の各学校の生産教育の組織の問
題を検討し,キ ーロフ市の≪赤∫1黙塾 簿型ゝェ場付
属の拠点学習職場の活動経験が注目に値することを指

摘している。1962年のはじめころ,同州の各学校の学
習職場 (当時は13ヵ 所)における生産教育にはいく多
の欠陥があり, とくに生徒が労働者の作業の観察者と

なっているような,個人教育が圧任11,形態をしめてい
た。理論的教育のための教室もなく,ために,教師の

説明はすべて教科書や参考書のり|き うつしというよう

な状況にあった。そのような無能のなかで,キ ーロフ

市の≪赤い器具製作工≫工場で:ま生産教育 /Dためのす

ばらしい条件――拠点学習職場がつくられて,成果が

あがっていると,賞讃されたんであ る (≪学校と生
産≫誌1963年 10号による)。

この拠点学習職場 |ま 1962f1151に 含1すされたが,そ
のスタッフは,職場長,職 場 ■ i'■二(教授法教室室
長), 主要生産 (冶金・金工 。本二し軽工業)の指導

者からなっている。教授法グ′じ―プ1彙 ,選員経霧会議
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生産教育をともなう農村中学校の教科プラン
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の要員養成課および教育機関と共同で組織資料と教授

法資料 (学習職場にかんする規定,学習職場の計画立
案,評価,教育活動報告にかんする指導書など)を作
成した。これらすべての資料は, ロシア共和国教育科
学アカデミー生産教育研究所の賛同をえて,国民経済
会議と州教育部に承認されたものである。

この学習職場の使命とするのは,学校と企業体が協
力し実現するために種々の施策を行ない,生産教育ば
かりでなく,要員の再教育の改善のために実験 。検査
作業をも実施することである。したがって,学校の教
員会議の活動に学習職場の勤務者が参加して,学校と
企業の共同活動のよい形態がつくられた。一方,国民
経済会議は, 209時間の生産教育指導者のセミナーを

開設し,校長,学習職場長,生産教育教務主任・ クラ
ス指導者が参加して,経験の交換,工場や職業技術学
校の見学が行なわれた。この学習職場では, 9～ 11学

年生の生産教育が行なわれたばかりでなく, 5～ 8学

年生の課外活動もなされたが,課外活動では, これら
下級生の職業オリエンテーション活動が大きな地位を

占めた。たとえば, レーニンスク中学校の下級生は,

郷上の企業体の詳しい研究や工場の見学――オムチン

スク冶金工場・ベロホルニッキ‐機械製作工場・キー

ロフ有色金属工場・スロボック硝子工場などの見学や

学習を行なった。これは,生徒の職業選択と大いに役
立つものであった。

(イ )学習職場における授業例――やすり仕上げ
生産教育の成否は,物的援助――学習職場の完備な
どによって決定されるばかりでなく,学習生産職場に
おける授業の正しい組織によっても大いに左右される

ものであることは, ここに論ずるまでもない。学習職

場の生産教育指導者・監督に任命される勤務者の多く

は,ふつう,高度な生産熟練資格をもっているが,教
授の十分な経験をまだ十分にもっていない。したがっ

て,授業の組織と指導にあたっていろいろ困難を感じ
るものである。

≪赤い器具製作工≫工場の拠点学習職場の監督M.
A.ヵ ルゴポリツェフの行なった授業準備について以
下に詳述 しよう。

同監督は,≪やすり仕上げ≫の授業の教育・訓育過
程を深く熟慮し,全面的な準備を行なった。授業に先
だって,つぎの作業をした。
① 授業のテーマの教材を分割して,その 1つ 1つ
の目的と課題をきめる。

② テーマの学習過程において生徒がつくる製品を
選択し,おのおのの授業における実際的作業の量を決
定する。

③ グループ全体に課せられた課題の遂行を保証す
るために必要な学習・物質上の援助 (素材,工具,図
面 。工学図・視聴覚教具など)を準備する。
たとえば,仕上・器具製作職を習得する9学年の生
徒が平面のやすり仕上げのオペレーションを学習する

ばあいに,プ ログラムではこのオペレーションの学習
に24時間が配当されている。監督はこの時間を次表の

ように 6回の授業に分けた。

1回の授業の長さは 4時間で,50分作業をすると10

分の休憩をとるようにした。

1E i 2@l3rq I 4E I sE
20`)

175″

15″

30″

やすり仕上げの練習のために学習・生産課題として

生徒につぎの製作打撃面が正方形のハィマー と寸法

100× 60m mの 角鉄の製作が選定された。

このテーマのおのおのの授業の目的と課題はつぎの

ようにきめられた。

第 1回授業

目的一一広い平面のやすりかけの方法を練習するこ

と (運動のリズムの練習とやすりかけの熟練のための

2つの練習をすること)。

課題―一ハンマーの 1つの広い平面にやすりをかけ

ること。

第 2回授業

目的――やすり仕上げの技能とやすり使用の運動の

リズムを確実化すること。

課題一―はじめの平面に平行にハンマーのもう1つ

の広い平面にやすりをかけること。寸法の公差は± 1

mm。 仕上げしろ0.5m m。

第 3回授業

目的―一せまい平面のやすり仕上法を練習すること

(やすりの平衡について 1つの練習をし,ハ ンマー軸
に垂直の方向にやすりかけをすること。)

課題―一ハンマーの頭部・角鉄やゲージの 2つのせ

まい平面を平行にやすりかけすること。寸法 の公差

は±0.5m m。 仕上げしろは0.3m m。

第 4回授業

目的――やすり仕上げの技能を確実化すること。

課題一―ハンマーの頭のとがった部分の 2つ の平
面,頭のっき出た部分・ヘリにやすりかけすること。
寸法の公差±0.5m m。 仕上しろ0.3m m。
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第 5回授業

目的一一より早い作業リズムのやすり仕上げ技能を

確実化すること。

課題一-90° の角鉄の素材の 2つの広い平面やゲー

ジの広い平面を平行にやすりかけすること。寸法の公

差は±0。 3m m。 けんまの仕上げしろは0.3m m。

第 6回授業

目的―一精密なやすり仕上げの技能の練習。

課題―一角鉄の内リブと外 リブにやすりかけするこ

と。寸法の公差は± 0・ 2m m。 けんまの仕上げしろは

0.2m m。 学習テーマ別におのおのの授業の実際的課
題をこのように配分すると,作業量がだんだんに増大
し,生産作業が複雑になり,生徒の技能が進歩するよ

うに保証される。生産教育の授業をM,A,ヵ ルゴポ
リツェフ監督を,前表で見られるように,つぎのとお

り組織している。

① 集団的導入教示。 ② 生徒の自主的作業と個
人教示。 ③ まとめの質疑応答。
その例として,上述のテーマの第 1回授業実施計画

を引用する。

<実施計画>
テーマ「基礎仕上げオペレーションの遂行 (やすり

仕上げ)」 の第 1回授業について一-4時間。
9学年第 3グループ,1963年11月 1日 。

目的一―広い平面のやすりかけの方法の練習。

課題―一ハンマーの 1つの広い平面のやすり仕上げ。

導入教示 (35分 )

(1)組織対策。

生徒の見なりの点検のために整列させること (こ の

さい,生徒の整髪,袖カバーの着用・健康状態に注意
し,欠席者を出席簿に記録すること)。

(2)生徒の知識の′点検。

生徒につぎの質問をする。裁断後,やすり仕上げし
ろをどのくらいのこすか。やすり仕上げのばあいにど

んな安全技術規則を守るべきか。やすり仕上げのばあ

いの正しい姿勢とやすりにかける手の位置を示せ。

(3)学習すべきオペレーションの遂行方法の説明と

示範。

新しいテーマの内容を説明し,仕上げ工にとってや
すり仕上げオペレーション習得のたいせつなことを話

す。ハンマーの素材を万力にはさんで,やすり作業の

(圧縮ぬきの)運動リズムを示範する。有効行程はゆ
っくりと,空転行程は早くする。

第 1回の練習を実施する。≪ 1≫をかぞえるとき―

―有効行程,≪ 2≫をかぞえるときは一一空転行程と

する (3分間の作業後, 1分間の休憩をとって,11分

2θ

間継続する)。

この練習を分析して,有効行程ではやすりをおさえ
てするこの練習の示範をする。

有効行程でやすりをおさえて,同じリズムで11分間
にわたり第 2回の練習を行なう。

加工平面の検査方法を示範する。

ハンマーの広い 1平面のやすり仕上げの課題をあた

える。

生徒の実際的作業と個人教示 (165分 )

実際的作業の時間中は生徒を注意深く観察する。生

徒 1人 1人に正しい作業方法 (姿勢 0手の位置), 安

全術技規則のじゅん守,正 しい計測方法を教える。後

れたおのたちにすとくに注意を払う。第 2回休憩後,

体操のための休憩をとる。

実際的作業の過程ですべての生徒について正しいや

り方,作業のでき工合などを点検する。出席簿に評価

を記入する。

まとめ教示 (10分 )

生徒の実際的作業を分析して,そのさい個この生徒

のまちがいの原因を明らかにする。評価を発表する。

授業終了後,M,A,ヵ ルゴポリツェフ監督は学習
日のまとめをくわしく分析し, これにもとづいて次回

の授業の計画をたてる。

授業組織をもっと完全に理解するためにさらにつぎ

のことをつけ加えなければならない。監督は,学校工

作室で生徒が習得した知識と技能を考慮して,練習時

間を決定していることである。

第 1回授業から監督は生徒に高度な規律を求めてい

る。生徒が作業席を勝手にはなれることを許さなかっ

た。相談または何らかの問題を解決する必要のあると

きは,生徒は,手をあげて,監督をその作業席に呼ぶ
ことになっていた。

各授業にはグラフによって当番が割り出され,当番
は,作業でめったに使用しない,平生使用する個人用
工具セットに入っていない工具を友だちのために管理

した。そのために,監督は,第 2義的な問題の解決か

ら解放されて,生徒の教育に専′いすることができた。

以上にのべたような授業組織のおかげで,M,A,
カルゴポリツェフ監督は,授業をたいへん組織的に,

効果的に実施することができたと指摘されている。し

かし,≪学校と生産≫誌編集部は,同監督の授業実施

計画のなかで時間の配分にまだ改善の余地があるので

はないか,ま たこのような授業組織と比べて, もっと

効果的な組織形態があるのではなかろうか。今後はさ

らに生産教育の組織・内容などの改善のために努力す

べきことを提案している。 一―以下次号一一



実 践 的 研 究

とき中を習

てヽ
畔コ［

技術教育における指導内容と

して一一

沼  良 作里
小

I  は じめ に

中学校の技術・家庭科は,生徒の発達段階にみあっ

て,産業社会の上台となる基礎的な技術を抽出して,

その系統性や順次性をふまえて教育課程を構成しなけ

ればならない。科学的な理論を背景とした技術の内容

を,生徒の実践する作品の中に技術的な思考の場を与

え,技術が労働と結びついて生産されている社会を認

識し,技術の基本を体得するように指導の計画をしな

ければならない。このような観点にたって指導した昨

年以来の実践過程をここに紹介し,おおかたの御批判

を頂ければ幸である。

なおこの内容は,山形大学教育学部付属中学校の紀

要に掲載したものと重複する部分があるので,あ らか

じめおことわりしておきたい。ここで実践したことは,

:基礎的な技術のとらえ方中や, 教材自体のもつ意 味

を,教育構造のにどう位置づけるか,ま た,思考力や

構想力,倉1造力をのばす立場からみて, どんな指導が

必要であるのか, といった問題意識をもってすすめた

ものであり,現実的には, クラスの合併からくる人数

の面,設備の面とも関連がある。

Ⅱ 指導上の留意事項
指導要領に明示されている主な教材をと りあげ る

と,  1年では,薄板金を材料としたチリ トリの製

作。 2年生では厚板を材料としたブックエンド,丸
棒の機械加工によるプンチンの製作とある。 3年生
ではこれらの金属材料を機械の観り点からとりあげ,金

属に対する理解を深めるように考えられているように

思われる。               ′
しかし, これ等の教材は作業の順次性や材料の組み

合わせなどの面から考えて,必ずしも適切なものとい

えないのではないか。そして, こういった教材のもつ

基礎的な技術にいろいろと結合した形で身の回りのも

のがつくられているということから考えても,よ り総

合的な「技術」の結果,品物が生産されるのだという

意識を強く打ちだすことができないのではないか。

個々の技術は転移性のある技術として将来役だち:

技術にたち向かう態度なども十三分に考慮されなけれ

ばならない。

さて,製作の学習段階でどのように指導していけば

よいのか,指導の各段階における指導の態度について

明確にしたい。

(イ )考案設計の段階における指導
作品の製作に際しては,は じめに,形や機能につい

て考えそして考案し設計するのがぶつうである。ここ

で注意すべきことは,製作に可能な条件を充足させな

ければならないということであろう。

考案し設計することは,人間の思考力,空間の中に

物を創造する想像力,物体を構成する構想力など技術

科では高く位置づけてよいことである。こういった生

徒のもつ力を伸長させる中に,製作可能という現実的

な条件をふまえてはじめて技術科的考案となる。

したがって生産されるべき加工材から用具や設備と

いう身の回りの条件を理解し,「技術」のおかれてい

る社会的な現実を認識させ,社会的・現実的に制約さ

れる技術の領域において製作させていくということに

留意すべきである。生徒のもつきわめて奇想天外なァ

イデァでも,それらの条件と一致するような点におい

て創意工夫が実現するように指導することである。

(口)製作過程における理解を深めること
製作し生産する中に技術を体験し,関連する知識を

定着させるためには製作の各段階において十分思考す

る場を設定する必要がある。作ることだけを目的とす

るのではなく,作るときの条件を理解し,生産に関す

る法則性などをしらせていくように計画する。実際の

学習の場では,作業が中′いになるわけであり,それら

の作業を理論的に支えている科学,工学的意義づけも
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一 一 ― 実 践 的 研 究

明確にして学習にあたらなければならないし,具体的  ければならないのは当然であるが,作品の優劣によっ
な場で意識されるように授業を展開することが必要で  てのみ評価することは危険である。
ある。このことが新しい感覚や意識とならて発展し,

より転移性のある能力を身につけさせることになる。

金属加工における学習の計画や展開においても精密な

高めるようにしたいものである。

(ハ)評価に関連して

III 教科内容の研究と実践

1 板金加工の研究

(1卜 板金材料をとり扱った教材は, 1年ではブック

した。基礎的な技術は,材料研究をとおしてとりあげ
られる金属のもつ特徴を理解し,金属のさびとさび止

作業の形式や生産工程を理解させて技術的な思考力を  ェンドの製作によって,金工上の基礎的な技術を学習

生徒のもっている製作意欲は, とかく完成を急ぐと め,物理的な強さ,硬さ曲げなどの性質をとらえさせ
ころからきている。作品を完成する喜びは,教師とし る。つぎに,機械や器具,用具のもつ技術的な性質,
ても,生徒の立場にたっても大切にしなければならな とり扱い上の立場から,測定概念をも加味して指導に
いことであるが,製作における過程を重視して指導に  ぁたった。このことは,教科書 (実教)で も,指導要
あたらなければならない。完成品そのものを重視しな  領などでもとり扱っていることであるが,ブックェン

第 1表 板金加工実習の学習内容
実 習 項 目 基 本 的 な技 術 の 内容 認識を深める内容と関連事項

1.材 料 切 断

2.熱  処 理

3.下 穴 作 り

4.ね じ 切 り

5. tyt+yr"

6.水 洗い,シ
ンナー洗い

7.組  立 て
8。  と  そ  う

。けがき作業,金切り鋏による切断,押切に
よる切断,丸棒の切断,け がき
。焼入れ,焼なまし,焼 きもどしの技術,ア
ル ミ板の温度上昇の見方,*1木づちでたた
いて伸ばす。*2

。ボール盤の使い方,穴あけの技術 (き りも
み)切削油の使い方,セ ンターのだし方
。下穴にそってねじをたてる。回転のし方,切

削油の使い方,タ ップダイスの使い方。 *3

・ 3.2φ■15リ ベット*4に おねじをたてる,弓
ノコでリベットの頭にみぞを切る。弓のこ

使用法*5

。型でできたアルミ板に黒ニスで絵をかく。
ニスの使い方。図案のかき方。ふしょくの

しかた。*6

。塩酸の取 り扱い方
。うすいアルカリで液洗い,水洗をする。
ソナのあつかい方
。ドライバーの使い方,ね じのしめ方
。丸棒 (取手とめねじ)と そうのしかた (第

表参照)
。かざりぼんとして適切か  。作業工程の理
解度

。材料の硬度や厚さの理解をはかり,工具の
もっている性質理解
。温度の変化によって金属はどう変るか,そ
の性質を理解する。

ドリルの大さと回転数の関係構造をしって

垂直に穴をあける。
。穴の大きさと,タ ップの径の関係を理解す
る切りくずの流出

。垂直に固定し正しくみぞを切る。ダイスの

径とリベットの/と の関係を理解する。

金属のふしょくについて理解させ,そ のと
きの温度とどう関係があるかをしらせてい

く。

溶削と塗料の関係

接合の方法を理解し,正 しくとりつける。

9.評    価 科学の綜合としど

上記のような過程で実施したこの題材は,金属のもつ特性や, 熱処理,化学などの諸領域の学習として, いろい
ろな技術の要素をもりこんだものである。

※1.せっけんのとける温度で判断させたもの。 ※2.木型に10mmの 厚さの板を切りぬき木材にはりつけて使
用した。 ※3.垂直治具を活用,正しくあけるように注意し,おらないように指導する。 ※4.はじめに,ァ
ルミのリベットで練習し,後 ,軟鋼製のリベットにねじをたてさせた。 ※5,弓 のこの身の厚さにあうドライバ
ーを選定して組みたてるように指導したものである。ねじ山がくずれないように,先にみぞを切らせた。 ※6。
ニスでかいた部分はふしょくから守られ,他の部分は灰色を呈したザラザラの感じをだす。H2のあわだちによっ
てふしょくがすすむ。 化学方程式は 2Al+6 Hcl――)2Alc13+3H2
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実 践 的 研 究 一一 一
ンドの片側に小物台,小物入れ,鉛筆入れなどをつく

り,酸素溶接によって板材を組みあわせると,単純な

形式に流れやすいものがやや複雑みをもち,生徒の要

求に合致し楽しく作業がすすんだ。

この
`点
から従来の教材,ブックエンドに加えて,④

溶接―接合に関してはり下げて指導ができること ○
厚板金のおりまげ,精密の度合などを検討し得る内容
になったという面に異ったもがあると考える。

2年ではアルミ板を中心とした加工,更に花器の製

作という教材をとおして実践を話みた。

け)ァ ルミ板加―工かざりぼんの製作
これは金属材料の研究という点からみれば,「チリ

トリ」で扱う板金工作と同様とみてよいが,加工の方

法をかえることによって異った教材になるという態度

で実践した。

金属材料を考えた場合,各種類の材料をとりあげて

よリー般的な特徴を納得させる必要があると思うが,

熱で処理したり,化学的に処理することも重要な技術
の面だと考えたい。同時に「生活」が融合されたもの

であると同じく,単純な加工の方法だけで,加工の実

体を理解させたくないという考え方からくるものであ

る。実際に学習したのは別表 (第 1表)の ようである

が,特記すべきことは,つぎのようなことがらである。

材)けがきと切断について メッキ板にけがきをす
る場合と,表面に酸化膜を形作っているものとの間に

は,それぞれ金属をどのようにして保護し,管理して

いけばよいかという思考の場が設定できる。そこから

けがき上の留意事項が意識されること。また切断につ

いては,やわらかい教材であるために抵抗の度合が少
いので,精密さ,正確さに注意させにるとができる。
やすりによる切削も容易であり,生徒こ基本的な行動
をより確実に経験させることが可能である。

同 熱処理 焼なまし加工で実習していくので,熱
によって金属の性質が変ることを理解させることがで

きる。金属の延びや縮みを実験的に理解し,体験した
やすく加工できる方法をしらせることができる。

レヽ 化学的な処理 化学的な性質を加味して創造的
な学習ができること。メッキの工程,エ ッチング処理,

などは,生徒にとってもきわめて興味深いものである
°

目 指導の実際
○目的 ①よリー般的な金属材料を理解し,容易に
加工にとっくめる態度を養って,技術を駆使できる人
になる。②科学的,技術的に思考し,よ り豊かな生活
を築きあげるための基本的な技術を経験し,身につけ
る。③金属のもつ物理的,化学的な性質を理解して,

美的に, しかも近代技術との結合した形において技術

をとらえさせる。 ○ 材料 0設備一一ァルミ板 (180
×220× 1.20)木づち,型 板,丸 棒 (6φ×150)タ ッ
プ,ダ イス, タップ回し.ダイス回しリベット (3.5φ

×20o2本 )・ 弓のこ 0万力,機械油,油さし,ふい

ご ボール盤……が必要である。
○ 指導の計画
①板料切断―ァルミ板けがき→切断

丸棒みがき→切断,折曲げ

②熱処理 ③下穴作り ④ねじ切り ⑤エッチング
⑥ふしょく ⑦水洗い C組立
○指導上の技術的内容及び留意事項 (第 1表 )

作 業 内 容程

。フイヤブラシでサビをとり,ス
ピンドル油を塗して布ヤスリで

みがく。

。光択をだすため羽布を研磨盤に

とりつけ,赤棒,青棒などをぬり
つけてみがく。

3。 と そ う
メタルクリーナーで洗 う。

1回 目はプライマをぬり,金属
と塗料の密着をよくする。

2回 目,中塗りのサフイサーを

使い, 3回 ロプイマー仕上 ,

問 この題材の作業分析
① 先にのべたように,加熱による加工法をとりあ
加げ, ァルミ板の性質から他の金属に発展させ,そ
の工法は重工業部門とより接近した形でとりあげら

れる。鉄を常温での教考えさせ,加工させることか

ら脱皮し,金属の温度によって質的な変化や,伸

び,縮み, といったことに対しても十分考慮させる

場を提供できる教材である点で大変よかった。

② 化学処理,理科の発展とその応用,昨年実践し
たメッキによる金属の表面処理とともに,多角的に

技術をとりあげ,理論的にも究明し得る学習の場面
が多い。

③ 綜合的な技術の駆使で作品が完成されるという
ことを考えると,単純な工程の段階から漸次発展的
に教材を整理していくとすれば, 2学年の段階で指

導することは当を得た教材であると考えている。

内 以上のような実践過程でもわかるように,基礎的
な技術の内容から,さ らに発展的に応用の分野に広

げ,よ り近代的な技術学習にしたいものと考える。

1.みがき作業

2.油  と り

第 2表 とそうの工程

"



定

―

I・ 機械学習を子どもはどのように受けとめたか

――「脚部の分解
0組立」の実践から一一

(1)どうしてこうなっているのだろうか……
ふみ板を静かに動かしながら,ふみ板からベルト車

までの運転伝達のようすをしらべ,機械のしくみがど

うなっているかを観察させる。子どもたちは,表 Iに

示すような学習カードに観察の結果を記録し, このこ

とによって,まず機械に対する素木卜な疑間をもたせる

ようにした。

その結果,表 I学習カードC「ふみ板からベルト車

までの各部の運動伝達のようすはどうなっているか」

の設間については動力の伝達経路で既習してあるので

ふみ板の揺動運動からベルト車の回転運動への変化に

ついては容易にとらえることができた。また,「機械

はどうしてこうなっているのか」という問題に気づか

せるために③「運動のようすや機械のしくみについて

気がついたこと,疑間に思ったことなどを記録しよう」

により, 自由記録のなかから問題をひろいあげるよう

に配慮した。これについてほとんどのグループの子ど

もは,「ふみ板が逆転したり全々動かなかったりする

のはなぜだろうか」「動かない時にははずみ車 (ベル

ト車)を回せば動く」また,「ふみ板を勢よくふむと,

ベルト車はしばらく回っている」などの問題に気づい

てきた。しかし「ベルト車が軽く回転するのはどうし

てだろうか」とか「運動のしかたが順に変っていくが

それはどうなっているからだろうか」など問題の核に

触れるような疑間を投げかけてくる子どもは僅かであ

って,一般的には「機械はゆれ動いたり回ったりする

ようにできているからだろう_|と いった見方をしてい

る子どもが多い傾向が見られることがわかった。

そこで, 5つのグループ (こ の学習は 1学級の女子

25～26人を 5班に分け,各班に分解用ミシンの頭部と

%

一

実 践 的 研 究

讐
匿翼讐考霞語と思考の場の設

枝江

脚部各 1台を準備してすすめられている)から出た観

察結果をまとめながら,次の二つの問題の窓口をつく

ったのである。

①どうしてふみ板の揺動運動がピットマンクランク

では回転運動に変化するのだろうか。

②ベルト車が軽快に回転するしくみは, どうなって

いるのだろうか。

(2)それはきっとこういうわけにちがいない……

問題のCについては「揺動運動を回転運動に変える

ためには,たぶん4つの部分 (ふみ板・ ピットマン棒

ピットマンクランク・脚)の連結に,あ るきまった機

械のしくみが使われているにちがいない」また,②に

つぃては「 4つの各連結部は,特に力を軽く伝えるよ

うなしくみにつくられているからではなかろうか」と

いう二つの問題について,わたしも子どもたちといっ

しょに考え合って,以上のような問題解決のための見

通しを立てたのである。

(3)そのしくみはどうなっているのか実際にたし
かめてみよう……

・揺動運動から回転運動への機構についてたしかめる

① ピットマン棒をふみ板から取りはずす。
ピットマン部裏側の止めナットをゆるめ,皿ねじを

抜き取ると,袋ナットをつけたまま, ピットマン棒は

ふみ板からはずされる。

この分解作業から,「 ピットマン棒とふみ板は相互

の運動関係を断たれる」という結果が得られた。そこ

で,次にあげる二点について自分の手でたしかめさせ

ながら考察を進めた。

3左手でピットマン棒の先端を握り右手でベルト車

を回わすと図 Iの ように, クランク連結されたピット

マン棒はクランクの回転にともなって往復運動を起こ

す。このときの左手はピットマン軸受の役割をするこ

幸成



実 践 的 研 究 ―一 一

家庭機械学習カー ド No.5 脚部の分解組立 (その 1)

2年 組 班 氏名

§脚部の伝動とそのしくみを観察しよう。

(A)メ、み板からベルト車までの各部の運動伝達のようすはどのように

なっているか。

部  分 運動のようす

み 板

ピットマン棒

ピントマ ン

クラ ン ク

ベルト車

脚

(B)運動のようすや機械のしくみについて気がついたこと、
ったことなどを記録しよう。

1.

疑間に思

運動の方向を矢印で

記入しなさい。

とになる。また逆に,③ ピットマン棒の先端を握った

手を,押したり引いたりすると, クランクは回転する
が,手首の関節を上手に動かすことが必要になる。(こ
れはピットマン軸受の学習の伏線となる)

以上のことから,ふみ板はピットマン棒を押したり
引いたりさせることによって, クランク軸を回転させ

ているのだという事実と,自分の手が機械の一部とな

って,ベルト車の回転運動をつくり出しているのだと
いうことを,子どもたちは実感としてたしかめること
ができたのであった。

学 習 カ ー ド

② 機構模型によって原理をあきらかにする。
模型のリンクAを揺動させると, リノクBは往復運

動を伝えながら,最も短いリンクであるCを回転させ
ることができる。これらの運動をささえている役割が

リンクDでぁる。
この運動をみつめながら「どうして ?」 とつぶやく

子,「あっ,わかった」とさけぶ子, 日の前に投げか

けられた問題を何とか解決していこうとする子どもた

ちの真剣な学習の場が展開されたのである。つづいて

リンクB,Cが逆転または停止する場を求め,自 分の

表 1



一 一 ― 実 践 的 研 究

図 1 クランクとビッ
トマン棒の運動関係

手で動かしながら実際にたしか

めさせ, これらの運動特性をそ

なえているしくみがクランク機

構 (リ ンク装置)であり,四節

回転機構はあらゆる機構の基本

であることを理解させるように

した。

つぎに,ピ ットマン部を組み

立てる作業に入った。

この結果,図 2に示す模型lal
の各リンクが ミシン(Dの各部に

どのように当てはまり,ま た,

これらの運動特性が実際の機械

にどのように活用されているか

がたしかめられたわけである。

(4)他の部分にもそうなっているかしらべてみよう
① ミシンの他の部分に同じ機械が使われていると
ころはないかしらべてみると,頭部の上軸クランクよ

り大振子までの,回転から揺動への運動変化のしくみ

が逆の例であることをたしかめ四節回転機構の理解を

深めさせた。

② ミシンの他の部分にこれと似た機構はないかを
しらべると,上軸の回転運動が針棒の直線運動に変化
するしくみがある, これは天びんカムに取りつけられ

た針棒クランクピンがクランクの働きをし,針棒クラ
ンクロットが連結節となり, ァームによって運動を固

定された針棒が一定の間隔をスライドするしくみであ

ることがわかる。このことを模型と実際の機械でたし

かめながら, これはてこクランク機械の応用であると

ころの「スライダクランク機構」であることを説明し

ク ラ ク)

(b)て こクランク機構の模型

ン ク 機 構

マンクランクの玉軸受の観察をとおして,軸 と軸受の

原理を明らかにしていくなかで,そ こに含まれている

主な機械要素 (ね じ・ ナット0ベルトとベルト車)と
機械材料 (鋳鉄・鋼・皮)について実際にたしかめ,

学習の一般化をはかるようにした。こうして,「脚部
の分解組み立て」の学習を上台として更に次のプロジ

ェクトヘと発展していくわけである。

しくみは同じでも,ちがった機械のなかに,ちがっ
た形で置かれていてもこの原理が適用できるだけの弾

力性のある機械の見方を養っていくことが大切ではな

かろうか。観察のなかでの子どもたちの認識は,機械
がただ何となく往復運動や回転運動をくりかえしてい

るものだという素木卜なものでしかなかった。しかしこ

ベル ト
.{rr}.s

クランク軸断面

ピットマン玉軸受

ピットマン1奉

(a)脚 部のしくみ

図 2 ク ラ

リンク装置についての認識を更に深めることが で き

た。

③ 他の機械にこの機構が使われている例をしらべ
る。

この段階の学習は,みじかな機械のなかからリンク

装置の応用されている例をあげながら,首ふり扇風機
の実物や,蒸気機関のピストン模型によって学習させ
るという形をとった。

以上でItl部の運動機構についてのプロジェクトは終

ったわけである。なお,問題②のベルト車への動力伝
達のしくみについての扱いは,「軸と軸受」の学習を

深めていくことをねらいとした。ここでは,セ ンタ軸

受部・ ピットマン軸受部の分解組み立て作業とピット

%

ンマ

ク

ト

　
ン

　́
ラ



実 践 的 研 究

一の分解作業による学習をとおして原理法則を導き出し

それを実際に適用していくことによって,子どもたち

のみ方考え方は機械を主体的に受けとめていくという

方向にまで高まっていったのである。

2 科学性と創造性をのばすために
一一思考のすじ道と指導段階を中,いに一一

上記の記録は,昨年度わたしが 2年女子を対象とし

「裁縫ミシンの整備」を題材として扱った機械学習指

i導の実践の一コマである。わたしはこの実践のなかで

‐
常に二つのことを重点として考えてきた。その第一は

自然科学を背景とした技術的な思考を育てていきたい

ということであり,その第 2は現実の家庭生活の経営
―や近代産業に関する社会経済的なみ方,組え方もあわ

せて指導していきたいということであった。この両者

を一体化させながら学習指導をすすめてこそ,子ども

たちによりよい明日への適応能力を育てていくことが
‐できるのではなかろうか, と考えたからである。

以上のような基本的な考え方の上に立って, この学
:習をすすめるにあたり,次の 4つの視点を中′いとして

指導段階の設定をこころみた。

(1)機械学習の系統と思考のすじ道
機械を最も能率的に教えようとする一つの方法とし

て,現在までの学的成果によってあきらかにされてい
jる機械学の系統にしたがって指導することもできるc

しかしこの方法は子どもの認識の発達を無視した指導

の方法であって,学習の効果はあまり期待できない。

また逆に子どもの認識のみを重視しても同じことがい

」えるであろう。機械学習の系統化は図 3に示したよう

に, この両者をかみ合わせたところに求められなけれ

ばならないと考える。即ち,機械学の系統をたて軸に
―子どもの認識の系統をよこの軸としンた場合, この 2つ

―
 子どもの認識の系統

図 3 機 械 学 習 の 系 統

の軸の交わる点に機械学習の系統が求められる。こう

した考え方から,わたしは次のような指導段階を設定

した。

○導 入………1年での学習事項の喚起と,生活のな
かでミシン使用上の諸問題,及びこれ

からの学習のねらい。

○提 示……「裁縫 ミシンの整備」の学習をしてい
く上に必要な基本的事項の説明をする

(表 2参照)

○学習活動の計画……学習計画を立てる。

○学習計画の実践………分解組立 (作業観察も含む)

をともなう5つのプロジェクトを学習

する。

O問題の発見キ

:優 肇卜確述
C一般化  リ
〇適 用………生活のなかに技術を適用する。
O総括 0評価……学習の結果から発展へのいとぐち

をつくる。学習結果の評価。

(2)自然科学の上台の上に
従来の技術教育は「純然たる練習だけに終始してき

た」といわれている。今日,技術の教育がなおこの段

階にとどまるならば,技術・家庭科としての教科の成

立はのぞめないであろう。技術教育は自然科学の基礎

の上に位置づけられなければならない。技術の実際的

な学習のなかから自然科学の法則を導き出し,それを

たしかめ,一般化させていくことのなかで近代技術に

ァプローチしてぃくことのできる人間を育てることが

大切であり, このことは本教科における学習指導の大

きな課題であろう。

こうした目的を達成させるためには,少 くとも次の

ような点を指導過程のどこかに組みこむ必要があると

思われる。

ち随の親…ょをだふ
うなって
(柔57)¬

イ,仮   説・…

:21摸i量ネ
携
(抒沐輪)

ウ,検    証…

ゑi4雰さ標
冤C(管得す

)

一 般作・
:貫[:3を
ふ[修旬J

科
学
的
な
思
考
力
の
発
展

機
械
の
系
統
　
Ａ
Ｉ
Ｊ

(3)プロジェクトの編成と展開
もし,一般化の段階で指導が終ってしまったならば

自然科学の重視には成り得ても技術の指導になり得な
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いであろう。自然科学の上台の上に,やはり技術の教
1育があることをはっきり打ち出さなくてはならない。

問題解決のためのプロジェクトを中核として展開した

理由は,そこにある。プロジェクトはすでに指摘され
ているように「製作あるいは操作を包括的に捉えた実

習のプロジェクト」であることが望ましいし,ま たそ

のために充分な分析の上に立ってつくられなければな

らない。

ここでは表 2に示すように①脚部の分解・組立,②

:天びんカム機構の観察,③送り機構の観察,④ストッ
プモーション部の分解・組立,⑤糸調子装置の分解・

組立という5つの要素作業 (観察も含む)の分析をも

とにして「裁縫 ミシンの整備」という一つの総合プロ

ジェクトを設定した。

(4)技術をささえるものへの正しい認識
「技術・家庭科」になって,いわゆる社会経済的知
:識の問題がとかく軽視されがちな傾向があるが, もし

そ うであったなら大きな問題である。なぜなら,近代

産業や生活と切りはなされた科学技術の指導はあり得

ないと考えるからである。ところでこの問題を「裁縫

ミシンの整備」という学習指導のどこで扱ったらよい

であろうか。指導段階のあらゆる場で触れていく方法

もあると思われるが,わたしはその指導の場を「導入」

と「総括・評価」の段階に求め,導入ではミシンの使
用についての諸問題をとり上げ,総括・評価では,機

械の利用と生活の能率との関連,及び機械技術が産業
.に及ぼす影響について取り扱うようにした。

以上のべたように,女子の機械学習のなかで指導の

段階をどう設定し,思考の場をどのように捉えたらよ
いかという実践研究のなかで,わたしはいくつかの間

題につきあたたるのであるが,そのなかで根本的な問

1題と考えられるものをここに述べてみると,自然科学
・学習と技術学習との関連統一の上に立つた新たな綜合

:計画の必要性を感じることである。

このことについて日常の実践のなかから問題をひろ

うならば,たとえば,機械のしくみについて扱う場合

その学習を展開するのに必要な事項を子どもたちがど

の程度理科で学習しているかを,ま ずその教科の担当

教師と話し合ったり,教科書をしらべたりして,明確
におさえておかなければならない。またそれ以前に,

カリキュラムの作成にあたっては,技術・家庭科と理

科の教師がお互いの教科内容のつき合せを行う必要も

生じてくる。しかし,技術・家庭科の指導内容の方が

時間的に先行する場合には,こ の教科の学習のかかで

理科的学習の展開を余儀なくされることになる。そう

しなければ,技術・家庭科の学習をすすめていくこと

ができないといった重複もあり得るのである。  ・

しかし, 自然科学学習を技術学習の両者を一体とし

た総合計画のもとで,各 々の分野が組み立てられてい

るとするならばそのような矛盾もなくなるのではなか

らうか。技術・家庭の時間に理科でやるべきことをや

ろなければならないという素朴な障害点のなかに,わ

たしはこうした基本的な問題のあることを考えざるを

得ないのである。

それならば,い うところの総合計画とはどんなもの

であろうか。総合とは,自然科学学習と技術学習を全

体的にとらえるという意味での総合である。そこから

自然科学学習の計画がなされ,ま た,技術学習のプラ

ンが構成されるという基底的な性格をもつ源泉であ

る。子どもの科学的知識 理解や,それにもとづく技
術を一定の方向に目的的にのばしていきたいという,

問題意識にささえられた前提となるべき計画である。

このことは, とかくバラバラになりがちな学殊教育と

社会教育を,計画の面で,その関連統一をはかろうと

いうことが,「教育の社会計画」の主張となってなさ

れていることに通じることであるともいえよう。

1 自然科学学習と技術学習
| との関連統一の上に立っ

た綜合計画

見拿書
学学習

|

実 践 的 研 究

一

技術学習の計

画

表 3は, このような総合計画の性格を図で示したも

のである。「技術学習の計画」と「自然科学学習の計

画」の母体となるべき「技術学習との関連統一の上に

立った総合計画」は,いわば扇の要的な位置で示され

ている。「機械学習における指導の段階と思考の場の

設定」というささやかな実践のなかで,わたしは, こ

の扇の要の必要を痛切に感じてきた次第である。

(神奈川県相模原市立上溝中学校教諭)
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想

8月 1日

夏期施設だのプール指導だの,夏の学校 (補習)

だの,原水禁署名だの水キキンだの,渦巻く東京を

立って,涼風の吹く東北の, もう一つの渦の中へ,

ジーゼルが私たちを運ぶ。今年は村田氏のリュツク

が,ス リーピングバッグのような大袋 になってい

る。花巻駅に着いて同行するはずだった岡邦雄先生

が降車されたのでホットする。70の齢をとうに越え

られてこの酷暑の中を。「技術を語る会」の阿部先

生をはじめ,岩手県技術・家庭科研究会の先生方の

手で駅頭の看板まで気をまわされている ことに感

激。北上平野を横に見て静かな谷の出合いに花巻温

泉がある。

「自然科学の基礎」をふまえた術技教育を, とい

う主張と,「語る会」の教育計画との間にある私た

ちの日頃の疑間が, どのよに解決されるのだろ う

か, このささやかな願いがかなえられればよいと思

いながら,久 しぶりの雨という夜のねむりにつく。

後藤委員長や菊地先生など部屋割り会計でてんてこ

まいの所,村田氏は「語る会」と語って来たよと2

時頃もどってくる。

8月 2日

朝雨。花巻温泉の公会堂が一杯の人になる。今か

ら丁度 5年前,岩手教組の教育課程闘争がこの公民

館前でくりひろげられたことを,小笠原スモさんが

感lluを こめて話される。阿部氏の重厚な研究報告。

「語る会」で刷った資料集が何冊もあるのでとまど

うほど。私はプロジェクト学習という言葉は使わな

いで,「製作学習」の意義をブツ。「労働」というこ

とばを,労動力とか,賃労働と分けて用いることか

ら,製作学習が単に “基礎的術技"の学習の手段と
いうことを越えているというようなこと。「文部省

帰  っ て

藤

科学の意識的適用説と労働手段体系説を出して質疑

に水を向ける。委員長の冒頭の挨拶で述べ られた

「混舌しは力なり」に火をつけ,油をそそぐ態だ。

混舌しはその日の午後から始った。私は加工部会し

か出席していなかったのでまだ全体のことは不詳だ

が大体の予想は最終日の分科会報告か ら も立つ。

「語る会」の,いや東北のねばり強さ,ちみつ性の

上に立って,物質観うんぬんを堂々と発表されて,

参会者も私共もまずは目をしばたく。製作を大切に

しながら術技の意義そのものに迫ろうとしていた私

たちに同情の声が寄せられて又目をバチクリ。岩手

大学の先生や,二昔も前から産教連の会員だったと
いう大先輩からおほめのことばなどいただいて「語

る会」と対立するに至るのかとちょっと心配 の場

面もある。技術・家庭科の自主編成ということでは

一致するし,科学を大切にすることも同じだし,間
題は子供への迫り方,技術への迫り方 (漠とした言
い方だが), 方法論の違いなのだろう。ほかの言い

方をすれば, 自然科学的認識を先に重視した方がよ

いのた 技術的認識を先に重視した方がよいのか,

というようなことなのではなかったか。そしてこの

二者の問題をみんなで考えられればよかったのでは

なかったか。しかし残念ながらこのような問題の整

理にまでも致ることができなかったcAをわからせ
るためには対立者のBをわかっている必要があ っ
た。未知なる″|ま (A tt B)の 函数関係で解かなけ

ればならなかった。清原先生が自然科学的認識が弁

証法的認識であり,技術につててもそうであると口

をスッパクして言われてもA=Aでぁり, B=Bで
あった。先生もさぞかし歯がゆかったことでぁろ

う.

この弁証法的認識が参会者にも,司会者にも容易

”り
一

ゝ

一

カ

一

巻花

一

禎佐

が言おうと誰が言おうとよいことはよいのだ」など  にできないこと|ま一考に値する。まだ旋盤がなかっ
と日がすべってヒヤリとした。鈴木寿雄氏も「労働   たり万力がなかったりする報告が僻地からある。で
過程」などという熟語を用いていたことを思い出し  も木を削って機械部品の型を作つたという涙ぐまし
て。村田氏が技術の法則と子供の認識過程 につい い実践がそこにはある。「主張」もそ うした所から,

て, 日頃のドライバを振りかざす。水越議長が自然   更には九りヽ‖,北海道から集って来られた人々にもな
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っとくの行く形で謙虚に,「弁証法的に」しなけれ

ばいけなかったのだなと,今さら感じている。その

夜,行なわれた座談会は何十畳のブチ抜き広間が一

杯になる。花巻は外に出て行く所ではない ?。 技術

・家庭の先生方の悩みや喜びが爆笑を交えて熱烈に

語られた夜は,混乱を力として受けとめるにふさわ

しいものであった。ここでは教師としての技術・家

庭担当者の声があふれた。

昨年の名古屋大会にはなかったことである。岩手

の先生方のまじめさが明かるく発散されている。こ

の大会と併行した県の文部教研には恐らくこの雰囲

気はあるまい。男女共学 eク ラス担任,他 教科兼

任,授業時数生徒数。大阪弁とはかくもオモロイも

のか。

大会2日 目,夏の日が照り,雨に洗われた後の山

の緑にせみがなく。物質観と子供の認識との間の問

題がそろそろ迷路に入ったらしい。参会者からの不

満をきく。家庭科もテンヤワンヤらしい。労働力の

再生産,家庭生活改善,家庭科における技術教育。

「家庭科はみみずみたいで, どこでちょん切られて

も,その部分が生きている」これは笑えない笑い話

しだ。その夜はサークルづくりについての座談会。

またもや広間一杯。男先生と女先生の協力が必要な

ことが楽しい。

大会3日 目。まとまらないことをまとめようとす

るので,空転現象が生ずる。明日に役立つものを求

めて来た人がおこり顔。実践したくてもできない条

件があっても,な んらかの実践があるのだから, ソ

コから技術教育への思索が生まれるだろう, とよく

反論される。しかしそれは甘い考えだったのだ。明

日なにを教え,なにをやらせるか,それでねむれな

い人にお説教は無意味だ。でもこの混乱はたしかに

なにかを考えさせることになったと思うのは甘いだ

ろうか。施設々備を充実するさまざまな方法。尻ま

くり型,泣き落し型,いやがらせ型,お どし型,二

宮尊徳型,棚からボタモチ型, ニコニコ戦術型,便

利屋ありがたがらせ型。こうした苦労を生み出さね

ばならない現状に怒りを感ずるのは皆同様 であろ

う。しかし東京の横沢氏のように何もない所に行き

たい,そ こで自分の好きな施設々備をコツコツとき

ずきたいという視
`点
もある。彼には技術教育はかく

ありたいと言うビジョンがあった。私は四万円のせ

んばん,ユ ニマットなるものをすいせんした。技術

教育はいかにあるべきか, これはまさに今後の大問

題であろう。

「語る会」の阿部先生のところを見学に行ったが,

特にかわった学校とは見えない。しかしよく見ると

教材に注目すべきものがある「考え方が教材や設

備に反映されねばならないのである。「製作学習を

大切に」と言って,その間に実験やお話しを入れて

行くだけでよい教育ができるものではない。現行の

指導要領を乗り越えて大胆に討論を展開する必要が `

ある。この大会で学ぶのは問題のありかであったと

思う。私は250人 の先生方が縦ゆれのする電車で緑

の稲田の中を去って行ったあと,その問題のありか

を確認し切れない気持を整理したくなっていた。そ

して村田氏と共に盛岡の下橋中を訪れ,さ らに翌日

別れて一人北上山地を横切り,三陸海岸の碧さを見

た。岩手の貧しさ, 日本の政治の貧しさの中で私た

ちの教育論を反省してみたかったのである。自然科

学的認識とは一体何なのか,技術的認識とは一体何

なのか,数学的認識と沢1定や実験的認識はどのよう

に扱かわれなければならないのか,社会科学を本当

に科学として採用する必要がないのか, この重要な

問題に一人で立ち向かうわけにはいかない。今後の

大会のまとめや,問題の発展も更に混乱を呼ぶかも

知れない。とにかくみんなで考えて行きたいし研究

への勇気や力が新に湧き上ることを感ずる。

花巻大会は産教連にとっても,さ まざまな収穫を

与えてくれた。特に2日 目の総会には組織づくりに

ついて貴重な意見が寄せられた。事実この大会を楔

機にサークルも増やせる希望が持てる。実践が深ま

れば深まるほど交部教研ではどうしようもない疑問

も深まるであろうことがよく理解できた大会の雰囲

気であった。改めて岩手の先生方のご尽力に感謝し

たい。あと1半 日,いやできれば 1日 あればもっと

よかったと思うほどだった。でも今後も長 くある

し,本誌上での論争も展開しなければなるまい。そ

れも常に一歩でも二歩でも実践に踏み込んだ上での

こと。

仮説というもの1ま少くとも実在認識を よ り正 し

くするために設けるのである。仮説を立てる前に事

実を,歴史を, ということも大切であろう。岩手は

多くの偉人を出したところである, しかし現代は資

本にしろ,業績にしろ集団の力によっている。量子

力学のトップを担う人もそこには辺が必要なのだ。

私も帰京早 ,々昔から本相:に積んであった石原純の

理論物理学を小説を読むように一夜 100ペ ージも進

めることができた。数学や物理が大嫌いであった私

にも, この2・ 3年の技術教育論の上に立っての経



験が岩手の大会を機に花開く感じである。高等 ?数

学の解法は知らないが,ニ ュートン以来の徴積分的

思考は学ぶ必要があるし,自然科学的認識にもきわ

めて弁証法的なことを新めて認識し直した次第であ

る。「語る会」の主張する「自然科学的認識」もそ

の構造を,だれにもわかることばで語ってもらいた

い。だれにもわかることばは歴史の中に蓄積されて

いるはずである。それを中学の技術教育とどのよう

に結びつけることができるのかが今後,我々の問題
としたいものであろう。私たちは更にもう一度,技

術的認識について,その教育の可能性を提言する必

要を感ずる。最終日の岡先生の講演は,本の店番や

返送荷作りに時間をとられて拝聴できなかった。石

川啄木と同窓であられた先生の技術教育論はこの花

巻で一層深みを増されたれとであったろうに。さて

理論物理学を読み耽る前の私にサヨナラする。しか

し以前の私の血が燃えているからこそ,その私にサ
ヨナラが言える。盛岡から宮古,釜石,花巻から東
京へ。ここにサヨナラをした私があった。

盛岡―一宮古一一花巻

海のやさしい藍色の手が

陸地と親しみの しるしを交そうと
それ以上にないと思うほど輝いている

陸には わせの稲穂が 遠慮深く出そろい
夏の太陽の下に 身を投げだしている

期待が 上目づかいに三陸の海辺に
夏の絵の具をとかしている中を

燃え残りのガソリンの臭いを残して

ジーゼルが東京に荷物を運ぶ

欲望や 不安や不遠慮
どこでも満たされることのない 飢えを運んではし
る

北上平野の夜が深いと

そこに 1秒に何 トンの針が流れるのか

流れたとしても それは自らの胸の中で循環する
小川の水が,  くるみの木陰を清らかに写しても
流れた針は知らない

黒ずんだ農屋の中で ろくろがきしみ
田んぼの中で 300年の鹿踊りが伝承し

北上の山地 で光太郎が美人を彫んだとしても
おねだんいくらの中で 光が消える

それで さんま舟が光ったり
遠野で トタン張りのサイロがにぶく光ったりす
る

解折されない山地が

人を吸い込んで もどさないという
それで

夏の光が 輝やくと
早池峯山は 死者のように崚つのだ

身を投げだしたものに救いを求め

飢えと貧欲が 悪だくみをけしかける
文化遺産を守ると言って堕落させ

人民の文化を倉1り 出そうと言って

そこここに断層を刻み込む

見たまえ 県下84%の山と山を
爪をつきたてる大平洋が閉ざす 小さな浜辺を
16%の平地に いねが身を投げ
一筋の川が赤く濁って流れているのを

赤 トンボが自由電子を背おっていても

赤 トンボはやはり赤 トンボだ

閉伊川の流れに添ってはじる山田線の車窓を白い

紙くずが何百何千と流れ飛ぶ。赤 トンボの羽に山峡

の夏の日が反射しているのであった。赤 トンボとわ

かるまでそれは紙くずとしか見えないのであった。

では大会のまとめを楽しみに。ごきげんよう

(東京都武蔵野市立武蔵野第五中学校)
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水 野 寛酬ⅢⅢⅢ…剛市

家庭にも電気製品が多く利用されている。 トースタ
ー電気釜,テ レビ,洗濯機と毎日のように私達は扱っ

ている。これらの電気器具はスイッチを入れた瞬間に

は非常に多くの電流が流れ,ある時間たてば規定の電

流が流になる。ヒューズは電流量が30%ォーバーして

も短時間はもちこたえる。

生徒に指導するときたとえば電気コンロを使用して

スイッチを入れた時,暗 くなり電流が多く流れるとい

うことは,お よそ想像がつくが,何秒くらいたてば規

定の電流が流れるかということは案外生徒は知らな

い。そこまで生徒に知らせることは必要がないかも知

れないが,し らべたことについてのべてみたい。

スイッチを入れてからおちつくまでの

時間 (秒 )
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ブ

器

ス́
仁Ｗ　一　　　　　をス

電
　
ト

ス

電

テ ー プ
ース ター )
ス  タ

ト  ー

足 温

ジ ュ ー サ ー

ク リームフ リーザ ー

ポ    ッ   ト

ト ー ス タ ー

電    気   釜
ジ ュ ー サ ー

ミ  キ  サ  ー

ミ キ サ ー

ジ ュ ー サ ー

コ     タ

テ    レ

キ ッチン ロース

電 気 ス ト ー

コ     タ
コ      ン

ツ

ビ

ター

ツ

―  サ

レ

ー  サ

レ

ス  タ

ビ

ト ー ブ

サ  ー

タ ー

ブ
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結果からみて電気コンロ, クリーナー,電気釜,電

気ストーブ, トースター,プ レートコンロ等は瞬間に

は10Aをふりきる。特に三菱の電気ストーブRH-601

600wはきつく10Aをふりきったのが記憶にのこる。

規定の電流に落ちつくには平均 4.5秒かかり,ナ ショ

ナル製品の電気テーブルロースター (NF-611)600w

%

は最初規定の電流迄落ちつくのに時間がかかり次第に

早くなっている。 8秒以上かかったものは東芝コンロ

600w,東芝フィッシェ (FG-606)600wで 3秒以下

は,東芝のテレビ(10P K)90w,ナ ジョナルのラジオ

(GX 32)12w, ナショナルクリームフリーザー(MF
一一以下41ページ下段へつづく―一



電気学習におけるやさしい

測定と計算 (4)
一一回路におけるコンデンサの働き

技術科の電気学習の中でコンデンサが最初に登場す

るのは,現在の指導要領では螢光燈で,次がコンデン

サ,モ ーター,ラ ジオ受信機という順になっています。

とくにラジオ受信機ではいろいろな種類のコンデン

サが数多く使われているので, この働きを充分に理解

しないと,回路の働きが全くわからなくなってしまい

ます。

コンデンサは静電気的なせまりかたの方が本質にか

なっていると思いますが,現在の技術科では,静電気
の位置づけも, コンデンサそのものの認識もあまり研

究が進んでいないので,今後の研究課題になりそうで

す。ここでは回路の中にコンデンサが入った場合の働

きを直観的な現象面と沢1定を中′いに解説してみます。

1.コ ンデンサとは何か

「コンデンサ」を説明してごらんなさいというと,た

いがいの生徒は
｀
電気をたくわえるものです、と答え

てくれます。しかしなぜ電気をたくわえるのかと聞く

と,現在の生徒で答えられる者はほとんどいません。
これは理科教育でも技術教育でも, このへんの指導が

不充分なことに原因があります。

帯電した物体の持つ電気のことを電荷といい ます

同 じ量の電荷を与える

静電容量 (大 )

電  位 (低 )

静電容量 (小 )
電  位 (高 )

が,導体に電荷を与えると電位を持つようにな りま

す。そして電荷をためることのできる能力を静電容量

(キ ャパシティ)と いっています。静電容量を考える

ばあい次の図のようになります。la)は大小二つの金属

球に同じ量の電荷を与えると,小の球は静電容量は小

さいが電位は高くなります。また(Dの ように二つの球

を同じ電位になるまで電荷をたくわえると,大きい球
の方がたくさんの電荷がたくわえられます。

さてこのような電荷を与えるにはいろいろな方法が

ありますが,かんたんな方法は,摩擦によってできる

ことはだれでも知っています。帯電の理由については

原子構造における自由電子の移動によって起ることで

説明できます。

コンデンサの場合,次の図のように2枚の金属板を

対向させて, これに直流電流を加えてやりますと,二

つの金属板は(+)の電荷と(― )の電荷をた くわ えま

す。これは,一方の金属板の電子が他方の金属板の方
へ押しやられ,電子の不足した方は正に,電子の過剰
になった方は負に帯電されるというふうに説明できま

す。そして,正負の電荷は互に引き合いますから,初
めに加えた電圧を取り去っても電荷は逃げないで残っ

ています。

同じ電 位にする

小

少静電容量 (大 )

電  荷 (多 )

第 1図 静電容量と電荷と電位

電  荷
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蜘F″  ネ椰
金属板

(面積 A)

第 2図 静電容量OC争

このようなものをコンデンサといい,静電容量の単

位としては, フアラッド (記号F)を使います。

1フ ァラッドというのは, 1ボルトの電圧を加えたと

きに, 1ク ーロンの電荷をたくわえる静電容量をいい

ます。

またコンデンサの静電容量は,向い合つている金属

板の面積Aに比例し,その間隙に逆比例して大きくな

ります。また間隙には絶縁物 (誘導体という)を使い

ますが, この種類 (雲母,パ ラフィン,磁器など)に

よっても静電容量がちがいます。実際のコンデンサは

静電容量を大きくするようにいろいろな工夫がされて

います。

.以上コンデンサについて基本的なことを述べました

働きの基本としては,電荷の移動に

位の高低によって電流が流れる (放電)

ことをおさえておく必要があります。

2.コ ンデンサに直流を加えると

第 3図 直流ではNLの片側が光る
側にもわずかに光の発生をみるのは図の回路では平滑

用のコンデンサがないので脈流中の交流分が残ってい

るためです。そこで脈流を平滑にするために次のよう

な回路を作ります。これは前の回路に2μ Fの コンデ

ンサをつけたものです。

乱

_ヽ _____二 _|
第 4図 コンデンサをつけると脈流が平滑される
1実験 21では完全にネオン管の片側だけが鮮明な光

を出すことがわかります。

この二つはこれから始める実験 3の基礎回路ですが

直流と交流の一つの直観的な認識法の一つとして利用

できます。

1実験 31

下の図で ,実験 21の回路のネオン管の前に,静電容

量のちがう何種類かのコンデンサを接続してスイッチ

■ 2μF

コンデンサを入れてもNLは放電する
を入れます。

いずれもスイッチを入れた瞬間にネオン管の片方か

ら光を発し直ちに消えることを観察できます。そして

コンデンサの静電容量が大きいほど光は明るくなりま

す。

また一度スイッチを入れた後,ふたたびスイッチを

入れても, もはや放電は見られません。

これらの現象はコンデンサに直流電流を加えると電

荷の移動によって両極が充電されますが, これはコン

デンサの容量に応じて,それがいっばいになるまで電

1実験 21

が

よ

第図 5

直流回路にコンデンサが入るとどのような働らきをす

るかを調べるために次のような実験をさせてみます。

1実験 11

図のような実験装置を組み立ててネオン管にセレン

整流器で整流した電圧を加えると,ネ オン管の対向し

ている二極のうち一方があざやかに光り,残 りの一方

はわずかに上方に光が出る現象がみられます。

これはネオン管が陰極グローを利用したものである

関係上,陰極側が光るためで,直流電流の陰極側だけ

が光ることをあらわします。しかしも う一方 (陽 極

%

1,05,01
0.olμF/')コ

をへれろ



流が流れるので,その時間だけ (瞬間的)光るからで

す。そして一度充電されてしまうと,あ とからいくら

電圧を加えてもうけつけないので,二回目は光らない

と説明できます。

さらに同じ回路で次のような実験をしてみます。

「実験41

下図で一度充電したコンデンサの両端A,Bを導線

第 6図 充電したコンデンサを短絡するとNLが放電する
で短らくするとその瞬間にネオン管が光ることがわか

ります。これは前とは逆に充電したコンデンサが短ら

くによって放電し,その電流がネオン管を流れた時に

放電したと説明できます。

ここで面白いことは, コンデンサの容量にあまり関

係がなく光る量があまり変化しないことです。すなわ

ち0。 lμ FO.01μ Fのような小容量のコンデンサを用

いると充電する場合は,ほんのわずか(極
の
÷)し
か放

電しませんが逆に短らくして放電するときは,前より

はるかに光り,極の全面から明るい放電をします。こ

のことは前に述べたようにコンデンサの静電容量と両

極にたくわえられた電位とは別に考えないと説明でき

ないことをあらわします。

さて上の4つの実験からコンデンサが直流回路に入

ると,電気をたくわえ回路に電流を流さないことがわ

かります。

3.応用回路,睡眠器
コンデンサに電圧を加えると電流が流れて充電し,

短絡すると放電するという基本的法則を利用した簡蛍

でおもしろい装置があります。もっとも充電と放電を

くりかえすことによって回路で働らきを持っているも

のは,技術科教育の平滑回路に使う平滑コンデンサも

シ リコン

そうですが,それよりももっとはっきりと充放電を理

解するのに良い回路です。

原理はあとまわしにして実際の回路を出しておきま

しょう。

このような回路をケースに組立て,まずプラグを電

源 (A C100V)に 入れて 5～ 10秒ほどで充電してお

きますと,ス ピーカーからポッポッという規則的な音

がでます。夜ねむれないとき,ポ トンポトン

と落ちる雨のしずくの音を聞いてねむくなる

ように, SPか らの音をきくと自然に眠くな

るという意味でねむり器といいます。ほんと

うに眠くなるかどうかは別にして, コンデノ

サの働きをたくみに利用した興味深い装置と

いうことができます。

次に原理を考えてみることにしましょう。

一

へνへV

第 8図 ねむり器の原理のこぎり波
図のように④,①,に直流電圧を加えますと,電流
はRを通ってCに矢印のように流れ,Cに充電されま
す。ところがネオン球は70～80Vになると放電を開始

するので,コ ンデンサの電位がこれに達すると,両端に

つけられているネオン球を通して瞬間的に放電されて

しまいます。放電され

ると電源から前のよう

に電流が流れるので,

充電と放電が自動的に

_ヵ _ くりかえされます。
これは一種の発振現

象で,こ のようなコン

デンサと抵抗のある回

路で,充放電によって

始電圧

一　

　

　

　

　

　

一
　

開

④
よ
」圧
―
○

焼

10ヽ lΩ

゛

第 7図 ねむり器の配線図
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発振するこ

とをプロッ

キング現象

といい, こ

の場合の波

形は図のよ

うにノコギ

リの刃型に

類似してい

ることから

のこぎり波

といってい

ます。

ところで

この回路で

の充電放の

周期は,R
とCの積に

よ って定 、

り,時定数と

いっています。

T(秒)=R

（
ニ
ミ

箸

）

「

（
エ
ミ

笑

）

『
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80
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第 9図 RC充放電la)3秒後にEの 63%がCに充電
6)″ にCは電圧の37%まで放電

3  6  9 12 15 18 21 24 27 30

時 間 (秒 )
3  6  9 12 15 18 21 24 27 30

日寺 間 (本少)

4.コ ンデンサに交流を加えると
コンデンサは直流に対しては充電によって,現象的
には直流電圧や電流を阻止することが今までの実験で

わかりましたが,交流に対してはどうか調べてみまし

ょう。

1実験 51

一

(.t2"*-a)XC(=4rozr1
ド)

たとえば次の図ではRが 3MΩ ,Cが lμ Fと なって
いますからT=3× 1で 3秒となります。
ところで時定数というのは充電または放電の時間的

速さを示す量ですが, これは放電の場合と充電の場合

とでちがつてぃます。上図でわかるように充電の場合

にはCが充電電圧の63%ま で充電するのに要する時間

であり,放電の場合はCの電圧が37%にまで減少する
のに要する時間です。したがってこの二つのカーブを

組み合わせるとのこぎり波となるのです。

時定数はRと Cの積ですから,Rゃ Cの値が大きく
なればTも大きくなります。キャパシタンスが大きけ

れば, コンデンサはそれだけ電荷をたくわえることが

できるしそれだけ長い時間がかかります。また抵抗が

大きければ充電電流が減少し, コンデンサを充電する

のに長い時間がかかることになります。

回路に加える電源はAC 100 Vを 使いますが, これ

はシリコンで整流して直流に変えるコンデンサ100μF

にたくわえておきます。チューブラ形では大容量のコ

ンデンサーがないので100μ Fを二つ並列に入れてあり

ます。この容量が大きいほうが装置の動作時間は長く

な ります。これでは15分間ぐらい動作します。

3θ

AC looV

第10図 交流ではNLは両極が光る
図のように前に使ったネオン球に直接交流の 100V

を加えて放電の様子を観察します。

直流の時は片側しか光りませんでしたが,交流では
両極が光ることを見ることができます。これは,交流
の流れかたがたえず変化していることを意味します。

1実験 61

次に図のように回路の中にコンデンサを接続し, こ

れの容量をいろいろに変化させてみます。

これによってコンデンサは交流を通すので,ネ オン

ランプは放電することがわかります。次にネオンラン

(≡)NL

―――――――」

1           -Ｖ一↓一Ｔ‐００

や、′C時間_f里_沐
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コンテンサ

をつける

図11第 コンデンサの容量が小さいほどTLは暗くなる
プをタングステン電球 (5W)に取り変えてみます。

これは明るさの変化を見やすくするためです。これに

よって容量の大きいものほど電球は明るくつき,100

Vでは0.5μ Fになるとほとんど点灯しないことがわか

ります。0.lμF以下では全く点灯しません。したがっ

て同じコンデンサでも容量の大きいものほど交流が通

りやすいことがわかります。これはコンデンサが交流

に対して一種の抵抗に似た性質を持っているからであ

ります。このような抵抗の性質を容量性 リアクタンス

といいます。

容量性 リアクタンスを求めるには次のような公式を

使います。

容量性リアクタンスは

周波数が低いほど大きい

4=赤 け―
“
HM→

1,000          1.0

5,000        0・ 2

10,000         0・ 1

100,000         0・ 01

*C=160 pFの 場合

容量性 リアクタンス|ま キ`'六
タンスが小さいほど大きい

X戸
巧;万 (オ
ーム)αμ助

1,000        0・ 1

5,000        0・ 02

10,000        0・ 01

100,000        0・ 001

*ノ=1600c/sの口寺

XC=2尋
τ
オーム

ここで fはサィクル/秒,Cはファラッド,

2π は正弦波サイクルに関連した円運動 の
ン   ために入ってきたものです。式を簡単にす

るためには,定数1/6.28を約0.16と 考えれ

ばよいわけですから次のようになります。

為=器オーム
〔例〕 lμ Fの コンデンサの50サイクルにおける容量

性 リアクタンスを求めなさい。

鳥=赤=器=詰肝
=7=瑯 =3,200 ォーム

これは lμFの コンデンサを50サ イクルの電燈線につ

けた時の交流抵抗が 3,200ォ ームとい うことです。

したがって 2μFならば半分の1,600ォ ーム, となり

ます。 また 0.5μFならば倍の 6,400ォ ーム, 0.lμF

ならば容量が1/10ですからリアクタンスは10倍になっ

て32,000ォ ームとい うことになります。

ノ|｀ lC

0    0.2  0.4  0.6    8   1.0

2.000

4,000

6.ooo

' 8,000

10,000

Ic iま 周1支数が高 くなるほと

減少する

C lμ
「

)

0.2   0.4   06   0.8  1.o

2、 000

4.000

6.000

8.000

10,000

Xcは cの値が増すにつれス減少する

（
く
　
，
ヤ

）
〕
Ｘ

十

）

Ｌ
Ｘ

第12図 容量性リアクタンスとキャパシタンス,周波数
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前の実験でA C 100 V,50Cの 回路について

コンデンサを接続した時,容量が小さくなるほ

ど電球が暗くなったのは,容量リアクタンスが

だんだん大きくなって電流をさまたげたからで

す。この場合回路における電圧や電流の関係

は,容量リアクタンスを抵抗として考えた場合
オームの法則にしたがいます。

〔例〕 100V50サ ィクルを lμFをつけたコンデンサ

回路に流すと電流は何A流れるか。
X。 が3,200y=100yで ぁるから
∬=妥 =券 三

挑
≒0・ 0314

これらは周波数が,電燈線交流の50サィクルの場合
であるが, ラジオ回路などでは周波数 590Kcと か
1500 Kcと かの大きな周波数となるので,50サ ィクル

よりもリアクタンスは非常に」ヽさくなる。したがって

ラジオ回路では 0.lμ Fと か 0.001μFと かぃう容量の

/Jヽさいもの, また 100PFと か 250PFと ぃうブF常に/」ヽ

容量のものを使っても高周波を通ることができるわけ

です。この場合も同じように計算すればできます。

コンデンサの容量性 リアクタンスをまとめると第12

図のようになります。

5。 コンデンサ回路の電圧と電流

コンデンサに交流電圧を加えると充放電がくりかえ

されて電流を流すことがわかりましたが,その理由を

少し分析してみましょう。

図において(alの はじめのアサイクルの間はEは正で

増加しており,Cは図に示した極性に充電されます。
次 の1/4サィクル(DではEは減少するので Cの方から

放電電流が流れます。電子流は前とは逆になる。C)図

lbl

枚電

第14図コンデンサ回路の位相

の1/4サィクルではEは負に増力『するのでふたたび充

電されるが(ω図とは逆の極性です。に)図の最後の1/4・

サイクルではEはに減少するので放電して一周期が終

るようになっています。

このような放電充電電流と電圧との関係を同じグラ

フ上に書くと上図のようになります。

図において最初の1/4サィクルでは波形が最高にな

った時電流 ICの瞬時値 0はになっています。これは

Cに電流が流れて充電が終わった所で (充電から放電

に移る時である。)こ の瞬間は電圧は静止値を持つわ
けで電流は流れません。

次にEcが O軸を通過するとき,電圧は最も急に変
化しているので Iはその最大値をとります。これはC
の電荷は放電によってOになるがEは どちらかの極性

に急速に増加するので,Eと 同じ電圧にCを充電しつ

づけるための充電電流も最大となるからです。

このようにコンデンサの入った交流回路では,電圧

と電流が常に 90° (士サイクル)ずれて流れます。こ

の場合には電圧を基準にして,電流の方が 90° 進んだ

位相を持っているといいます。このような充放電によ

る電圧と電流とによって起す位相は,回路を考えてゆ

く場合は非常に大切になります。

次に実際の回路について沢l定によってこの現象を考

えてみましょう。位相の問題はコイルにもでてきます

が,技術科の教材では螢光灯や電動

機の所で力率の説明や回転磁界の作

り方で問題になりますが,中学生に

電圧が遅れているとか進んでいると

か言ってもよういに理解できるもの

ではありません。かといってコンデ

ンサが入った回路を測定してみると

オームの法則の思考では解けない多

くの問題がでてきます。いずれにし

てもこのことは教えるか教えないか

という問題も含めて今後研究すべき

問題となるでしょう。

第15図 で lμ Fと 2μFの コンデン

サを直列につないで,2μ Fの両端に

は30V,lμ Fの電圧がありました。

ただしこの時の電源電圧は90Vだ っ

電流

暑

一父鵬押蟄Ｌ　　．

Ｃ

E>E, E<E" ElE,' E<E,

3図 コンデンサと交流第 1

義
暑

E>Ec



たので両者の和は電源電圧に等しくなって,抵抗の場

合と同じように Xι に応じて分割されていることがわ

かります。

1実
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第15図  コンデンサの XCに応じて
電圧が分割される

下` ~~~耽λヤ 片
AC 9oV                                 I

(端 子電
「
■の和 |ま 90Vよ り大 きい)   |

第16図 抵抗とコンデンサの直列回路の電圧
次に上図のように 3KΩ の抵抗とlμ Fの コンデンサ

を直列に接続して両端の電圧を沢l定 したところ,両者

共に端子電圧は60Vあ りました。この時の電源電圧は

前と同じ90Vであったので,両者の和 (60+60=120)

は電源電圧より30Vも 多くなっています。

これを計算によって明らかにしてみましょうっ

回路に流れる電流

抵抗 R=3,OXICI Ω

X。 =3,200Ωコンデンサ lμ Fの

(ま両者の合成抵抗 (イ ンピーダンス)

卜、晒 (キ )2
V3002+3,2002

ν19,240,00「 ≒4386ォ
ニ^

この回路に流れる電流 1=呉より

r=轟 ≒0・ 02A

そこでそれぞれの端子に発生する電圧は

主表方七・・……300〉 (0.02二千60

,200)(0.02=〒 64 「ヽコンデンサ……3,

これにより抵抗端子には60V, コンデンサ端子には

64Vの電圧が加わることがわかり,実沢1値 と一致しま

す。

このようにコンデンサだけの交流回路では,抵抗と

同じように電圧は分割されるが,抵抗とリアクタンス

の回路では位相 (電圧と電流のずれ)に よって分割し

それより多くた電圧の和は電源電圧と等しくならず ,

なることがわか ります。このような現象はコンデンサ

)と 興味ある現象を引き起しの他にコイルが入るとも
`

ます。 (東京都葛飾区立堀切中学校)

Fh
(100V)

一-34ページよりつづく一一
-8型)18w, ゼネラルコンロ(EH 630S)600w, ゼネ

ラルアイロン(EI-1600)250w,ゼネラル電気釜 (E
D-113)600w,ゼ ネラルボット(BP-850)500w,ゼ
ネラルジューサー(AJ-10)130w,富士テレビ(T F6
-lR)135w,富 士ス トーブ(S T 605)600w, 日立テ

レビ(STX-650)135w,三 菱テレビ(16T960)135w
NEC電 気釜 (NK 610C)600w,NECコ ンロ(EK
-601)600w等である。大体規定の電流は流れるが,多

垂   直 水   平

3Ae=._d 3Ae --A L

.---------------

(A) | rpl

5   1 46.5

7.1

4.1

3.0

2.4

1.8

少メーカーにより多い少ないはある。これだけの製品

ではよくわからないがシヤープは規定より多くは流れ

ない。東芝は大体平均している。ナショナルは多少変

動がみられた。ゼネラル,富士の製品は瞬間から規定
の電流におちつく迄の時間は短い。その外この表をみ

ていると面白いことが目につく。次にヒューズを垂直

と水平にして電流を流してヒューズのきれる時間をし

らべてみたっ

垂  直      水  平

5Aヒ ュ_ズ 5Aヒ ュ _ズ

(A)|(秒 )

8  15
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10
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「経 済 と 教 育 ―一教育経済研究序説――

現代は「社会の時代」であるといわれている。それ

ほど,いまや教育は社会的にも個人的にも関′いの的に

なっているのである。教育が社会の発展にとって重要

な役割を果すことは,古 くからよく知られている。と

くに最近では,教育が経済の成長をもたらす強力なひ

とつの要因であるという考えかたが一般化してきてお

り,大 きな注目をあびている。このような考えかたは

わが国においても,経済審議会人的能力部会の報告書

や文部省の教育白書「日本の成長と教育一―教育の展

開と経済の発達―一」などにみられる。つまり「教育

投資」論の立場から教育の経済価値を明確にしようと

したものである。教育の経済成長への寄与(経済価値)

を全く否定する人は,今 日,皆無であろうが,教育の

本質をそこにもとめることになると,相当異論のある

ところであろう。教育の経済成長への寄与ということ

を,あまりにも強調しすぎることは,教育を経済の要

求に従属させるといったあやまった方向へ知らぬまに

進めてしまうといった危険が考えられ,社会の更新作

用面を失う結果となることも考えられる。とはいえ,

従来とかく教育というものの理念自1価値のみを認めて

きた伝続的教育観にとっては,ま ことに大きなショッ

クを与えたであろうし,教育をもっと現実の社会経済
との関連において考えなければならないという事実を

明示した′点で意義をもつものと思う。

さて本書は,教育は「労働力を再生産する社会的な

手段である」という命題を是認し,そ こから出発し,

「労働力の再生産」という事実は,あ きらかに経済的

事実であるから,教育もまた経済的事実であるはずだ

という仮説をたて,その仮説を経済学や社会学の研究

方法を用いて検証しようと意図したものである。

そこでまず問題になるのは,「再生産 されなければ

ならない労働力」の吟味である。「労働力」は現実に

は,具体的な産業の中に位置している「生産手段」と

結合してはじめて,その実態をなすものであって,産

業や生産手段とむすびつかない「労働カー般」が存在

するのではないという考えから,現実の労働力の実態

を明らかにするためには,少なくとも,つ ぎの 3つの
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面で考えてみなければならないとして,産業構造 (第

1章),労働市場 (第 2章 ),賃金 (第 3章)が第 1の

課題領域として設定される。

ついで,労働力との関連で,技術の分析がとりあげ

られる。農業 トラクター運転士の技術と,建設業 トラ

クター運転士の技術との間に共通性があるのか,つま

り共通な技術というようなものがあるのかどうか,そ

して, この点を明らかにすることは,労働力を再生産

する教育にとっては,決定的な問題であるとのみかた

たつ。そこで労働力との関係で技術の分析がとりあげ

られる。ここで分析の対象となる技術は労働力として

具体化する技術である。このようなことから,さ らに

労働力が問題にされる。技術の技能 (第 4章), 職種

・熟練 (第 5章),経済組織 (第 6章 )っ 以上が第 1部

を構成しいてる。

他方, “労働力の再生産は,為を消費する。その限

りで,教育もまた,物の消費である。" しかし生活に
おける消費がすべて,直接労働力の再生産に結びつい

ているわけではないっそこで労働力の再生産に関わり

をもつ消費生活とそうでない生活をはっきりさせる必

要がある。そのために|ま ,消費家計 (第 7章),生活時

間と余暇 (第 8章),地域 (第 9章 ),マ ス●コミ (第
10章)の 4つの面からみてゆくことによってはじめて

明らかになるとの立場がとられる。

さらに, このような考えかたをつきつめるところか

ら,つ ぎの問題がでてくる。つまり,は じめから,労

働力のない人々の生活の問題である。そこで生活保障

(第 11章 )の問題が,主 として,社会の調和ある秩序
の保持という′点から教育の課題としてとりあげられて

くる。

そして,さ いごに教育を行なうためには巨大な経費

がかかるという点より,教育経費の問題が第 3部第12

章でとりあ|ザ られている。

本書は,その宇にのべるように,北海道大学教育学

部にある社会経済系列とよばれる若千の講座と研究室

の所属員 9名が,毎月 1回,研究会をひらいて,考察

をすすめてきた成果の一端である。

襲誓Ъ褒ミゝ雲編
食官東
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「現 代 技 術 論」 山 田 圭 一著

朝 倉 書 店 刊

著者は,東大工学部を卒業後ゲッチンゲン大学で物
理化学を専攻し,かたわらハイデツガーを中′いとする

新形而上学を学び,現在東大工学部で「技術論」の講

座を持っている。産業計画会議研究委員もつとめてい

る。この本は,大学の講議を中′いとして補足を加えた

ものであるから,「現代技術論」として注目に値する
ことはたしかである。第一部では現代の技術 の発達

を,自然改造や労務管理,科学技術者の組織,機械と

人間というように広い視野から性格づけ,第 二部 で
は,技術革新の呆した社会的,歴史的役割を分析し,

技術万能主義や技術に対するペシミズムなど,技術論
の初期的状況にふれている。第二部ではこの本の本論

を形成するものであるが, “技術の本質へ の間いか

け"と して技術の概念規定の問題点,技術論争の経過

が述べられ,最後に社会科学者としての立場からでな

く哲学者の立場から,人間の存在の問題,第二部で問

題提起のあった文化論などと技術論との関係を相当説

得的に展開している。

まだ一行一旬に気をつけて読んでいないので,誤解

を生ずることもあるかも知れないが,最後の部分は主

にハイデッガーの技術論を擁護しているように感ぜら

れる。岡邦雄氏のいわれている技術論の範疇から抜け

でて,技術哲学と言った方がよいものでしめくくられ

ている。 “技術の時代"と 呼ばれる現代において「科
学技術の展開する方向と,それに関して社会,経済,

思想などのさまざまな面におこりつつある問題につい

て,広い視野から,充分に堀り下げようとする意図」

は貴重である。各部,各章が確実な資料,引用を豊富

に含んでいる点,技術の問題を論じようとする我々に

よい手引となる。著者の意図は必しも自らの主張を前

面に出すものではなく,いわゆるラッセル以来の現象

学的分析手段を用いて,現在の技術を中′らにおいた状

況からさまざまな問題をとりあげ,それを人間の主体

的な存在とのかかわりあいから,文化史的,内省的な

ものに上場して行こうとするものでないかと感じた。

一部,二部での科学技術の発展と社会状況についての

分析のしかたには,人間の疎外状況や文化の退行に投

げられた疑間をするどく堀り下げている点が多い。

技術論について|ま ,著者はどちらかと言えば,技術
は自然科学の意識的適用と解した方が,現代から未来
に対しての技術の性格上,現実にそぐうものであろう
と言っているが,労働手段体系説の果した役害lも 歴史

的には肯定している。ただ著者は従来の技術論に久け

ていたものに,人間存在の問題があるという。この点

意識的適用説に賛成するとすれば当然の結果としてそ

の問題に逢着するであろう。だからと言って,自然科

学の発達による自然の実在認識を, 表象 (VOrstellu・
ng)に還元し,「真理の確実性は,………表象として

自らの前に立てる人間そのものの中に求められなけれ

ばならない, このようにして存在するものの中,い的位

置に,主体,主観としてのノ、間自らがおかれる」(p.
213)と するハイデッガーに直接的に帰趨することは

できまい。技術の魔性から脱却して主体的な人間にか

えれ, といっても,そ していかに神の死を説き,ノ、間

の復活を言っても,そ こにどのような歴史観や技術観

が倉1せ られるのであろうか。「現代の科学技術と全く

別の世界で晏開されたように見える近代形雨上学の帰

結こそが,現代の技術を支えている」のであろうかっ

そのほか,さ まざまな疑間が生じてくる。史的唯物

論の功績を,社会矛盾のばくろを可能にしたというこ

とにとどめるわlすでもあるまい。労働手段体系説が人

間の存在を忘れていることもないだろう。唯物論が唯

物論 (ただものろん)と読みかえられる程,浅薄でない
ことも知っておられることだろう。著者自身が一元論

者でも多元論者でもなく,相対論的認議の上に立って

技術論を展開しているのであろうが,弁証法的認識論
に対してはどうなのか読みとれなかった。本書が “技

術とは何か"を知ろうとする我々教師のよい入門書で

あること|ま間違いないが, この著者だけで技術論の全

ぼうがつかめると|ま言えまい。読者が別に技術史や自

然科学的認識, 自然弁証法,そ して技術そのものの実

在性について学ぶ “意志"と 共に本書を読まれること

(佐藤禎一)をおすすめする。



中 等 教 育 を め ぐ って の 動 向

教育制度の再編成の課題は,世界の先進国において共通している目下の最大関心事のひとつであ

る。そのうちでもとくに今後中等段階の教育をどうするかという問題に力が注がれている。

わが国においても,戦後の混舌L期を脱し,社会的・経済自,におちつきをとりもどすにつれ, 60
303・ 4の単線型教育制度の改革をのぞむ声が,主 として産業界や保守的立場にたつ人びとから
さかんに聞かれるようになつた。このようなものとしては,1951年 の政令改正諮問委員会の「教育

制度の改革に関する答申」が,ま とまりをもった最初のものである。この答申|ま以後,最近にいた

るまでのわが国の教育制度改革の原型となつており,政府による教育告!度の改革は, この線にそつ

て着々と実施されてきているといえる。

これらいわゆる体制側の動きにたいして,民間倶Iからも,教育+1質にたいする要求や反対運動が

展開されてきている。

そこで以下,産業界や各種審議会ならびに民衆の倶1よ り出された教育帝1度に対する意見・要望・

答申などの主なもののなかから,中等教育に関する箇所だけを抜すいして掲げた。みなさんが中等

教育を考えていくための参考資料としていただきたい。 (編集部)

する答申

(日召禾日26・ 11)

終戦後に行われた教育制度の改革は,過去の教育制

度の欠陥を是正し,民主的な教育制度の確立に資する

ところが少くなかった。併し,こ の改革の中には,国

情を異にする外国の諸制度を範とし,徒らに理想を追

うに急で,わが国の実情に即しないと思われるものも

少なくなかった。これらの′点は,十分に検討を加え,

わが国の国力と国情に適合し,真に教育効果をあげる
ことができるような合理的な教育制度に改善する必要

がある。尤も, これまでの教育制度改革の功罪を早急

に断定することは妥当でなく,教育制度改革の及ぼす
影響の大なるものがあるに鑑み, これが再改革は,特
に慎重なことを要する。ここには,本委員会において

十分に検討した結果到達した教育制度の改革に関する

意見の大綱を述べて参考に供する。ただ,その具体的

な細目については,更に検討を要するものが多く,殊
に改革の実施に当っては,特に混乱を来すことのない

よう十分の配慮を必要とする。

故に,これらの諸点については,適当な審議機関に
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かけて慎重に検討し,万全の措置をとられることを要

望する。

基本方針

わが国の国力と国情とに適合し,よ く教育効果をあ

げ,以て,各方面に必要且つ有用な人材を多数育成し

得る合理的な教育帝!度 を確立することを目的とするこ

と。

右の目的を達成するため, 6030304の 学校体
系 |ま ,原則的には, これを維持すべきであるが, これ

には,次の諸条件について十分に考慮を払 うこと。

(1)わが国の実情に即しない画一的な教育制度を改

め,実際社会の要求に応じ得る弾力性をもつた教育制

度を確立すること。

(2)普通教育を偏重する従来の常1度を改め,職業教 :

育の尊重強 fヒ と教科内容の充実合理化を実現 す る こ

と。

13, 現在のわが国の国力では, 603制の完全な実
施を早急に実現することは,極めて困難であり,職業 :

教育を強化するに当っても,直ちにその施設等の充実

完備を期することはむずかしい。故に,教育者側も,

わが国の現状を十分認識し,教育施設その他の不充分

をしのんで最善の教育効果をあげるよう工夫と努力を

ヽ

Ｌヽ
一

―一わ の 場 合
―



すること。

具体的措置

1 学校制度
6030304学 校体系は原則的にはこれ を維 持
し,そ のうち, 6・ 3を義務教育とすることは従前通

りとすること。但し, 6・ 3・ 3・ 4のそれぞれの内

容については,次のような修正を考慮すること。

(1)小学校(6)の課程は,初等普通教育を行 うものと

し,そ の内容の充実を図ること。

(2)中学校(3)の 課程は,普通教育偏重に陥ることを

避け,地方の実情に応じ,普通課程に重′点をおくもの

と職業課程に重点をおくものとに分ち,後者において

は,実用的職業教育の充実化を図ること。

(備考)中 学校(3)の 課程における職業教育 (ま ,各地方
における産業の実情に即し,それぞれの職場を

教育の場として利用することができることにす

る等,弾力性をもった課程とすることを考慮す

ること,職業課程の履修した者についても,上

級学校への進学の途を開くこと。

(3)高等学校(3)の 課程も,中学校(3)の 課程と同様 ,

地方の実情に応じ,各校毎に,普通課程に重点をおく

ものと,職業課程に重′点をおくものとに分ち,後者に

おいては,専門的職業教育を行 うものとすること。

(備考)専 門的職業教育をそれぞれの職場において行
うことができることとすること|ま ,中 学校の職

業課程の場合と同じ。

職業課程を履修した場合においても,一定の

普通課程を履修することを条件として大学への

進学の途を開くこと。

(4)大学は,二年又は三年の専修大学と四年以上の

普通大学とに分つこと。専修大学は,専門的職業教育

を主とするもの (工,商 ,農各専修大学)と 教員養成

を主とするもの (教育専修大学)と に分ち,普通大学

は,学問研究を主とするものと高度の専門的職業教育

を主とするものとに分つこと。

(備考)医 学部,歯科部について在学年限に特例 (5
年乃至 6年 )を設けること|ま差支えないが,現

行の入学資格に関する特例措置 (ま ,徒 らに学制

を混乱せしめ,学生に対しても甚だしく無駄を

生ぜしめるから, これを完止すること。

大学相互間における教授の交換,学生の転学

について,適当な対策を考慮し,教育施設の活

用と教授研究能率の向上を図ること。

教育専修大学が旧師範学校化することのない

よう特に考慮すること。この見地から専修大学

を終えた者に対し,普通大学の進学 を容 易 に

し,且つ,成績優秀な者に国家の特別の援助を

与えること。

(5)大学院は,修士課程と博士課程とを設けること

ができることとすること。この両課程を分つときは,

修士課程は 2年 (以上), 博士課程は 3年 (以上)と

し,特に施設,能力の充実しているもののみに設置す
ることとし,徒らに大学在学年限の延長を来すに等し
い弊害を生じないよう考慮すること。

(備考)修 士課程は徒らに在学年限の廷長を来すに等
しい結果に陥る弊害を伴い易いから,特にその

設置及び運用について注意すること。

2 学校体系の例外
学校体系の画一性を打破し, 6・ 30304の それ
ぞれを適当に配合した学校を設けるよう考 慮 す る こ

と, この見地から農工商その他それぞれの分野におい

ては,特に計画性をもった職業教育を適切に行 うこと

ができるよう主記のような学校を設けることを考慮す

ること。

(1)中学校 (3)と 高等学校(31又はそのうち(2)を 併せた

6年牛1(又 |ま 5年制)の農工商等の職業教育に重点を

おく「高等学校」を認めること。

(備考)こ の課程の履修者に対しても,上級学校への

進学の途を開くこと。

(2)高等学校13)と 大学の(2)又 は(3)と を併せた 5年十1

又は 6年制の農,工 ,商,教育等の職業教育に重′点を

おく「専修大学」を認めること。

(備考)こ の課程の履修者に対しても,上級学校への
進学の途を開くこと。

3 現在学校の再編成
(1)綜合高等学校はこれを分解し,普通課程学校叉

は職業課程学校の何れかに重′点をおいてその内容の充

実強 fヒを図ること。学区+1は 原則として廃 止 す る こ

と。

(備考)職 業課程学校に再編する場合には,戊 るべく
5年十1叉 |ま 6年制の高等学校に再編するよう考

慮することc

(2)現在の目立大学は,その規漠能力に応じ,.rlっ

地方的事情を考慮して普通大学と専修大学とに区分す

ること,普通大学となるものについても,施設,ス タ

ッフ等の充実の期待しがたい学部科については, 5年

制又は 6 fF牛 1の専修大学に再編すること。また,遺隔
の地に分散している学部学科についても右と同様に措

置すること。

(備 考)例 えば,学芸大学 |ま これを教育専修大学 {高
等学校を併せて 5年叉 |ま 6年)と し, 女 理 学

部,学芸学部,教育学部等についても適宣整理
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を考えること。

なお,わが国の現在の財政状態に鑑み,国立大学の

増設又は公立大学の国立移管は,こ れを行 わ な い こ

とc(以下略)

L「教育帝1度の再検討|こ関する要望」

(曰召禾日27o10o16)

戦後発足した新教育制度においては,わが国従来の

教育体系,内容及び方法等全般に亘り,根本的改革が

実施された。しかしこの改革は殆んど無準備且つ急激

に行われ, しかもわが国の実情を無視したものである

ため,最近新制度実施に伴う諸般の欠陥につき幾多の

批判が起りつつあり,経営者倶1においても亦わが国の

将来に思いを致し,新教育制度再検討の必要を痛感す

るものである。

もともと高校以上の学校においては,学生生徒の知

識能力に応じ,それぞれ職業乃至産業面の教育指導が

行われ,学校卒業後にはその習得した学識技術技能を

通じ,職業人として社会国家の進歩に貢献すべき人物

が育成されるべきである。然るに,新教育牛1度につい

て産業人の立場よりこれをみるに社会人としての普通

孝t育を強調する余り, これと並び行われるべき職業乃

至産業教育の面が著しく等関に附され, この点,新教

育制度の基本的欠陥と云うべく, これが是正こそ先ず

考慮されねばならぬ重要事である。

本連盟は,如上の見地から文教当局において,さ き

に新官常1と して設置されたる中央教育審議会を 1日 も

早く発足せしめ,左記 2点に関し各方面の意見をも聴

票して速かに再検討を加え,産業界の要請に応えられ

えことを要望する。

1 実業高等学校の充実
昨年,産業教育振興法が制定された結果,産業教育

に関する綜合計画と共に,実業高等学校の設備充実に

重点を置く予算措置が具体化され,漸く改善の一歩を

踏み出したが,教員の資質向上,教育内容及び方法の

改善など重要施策について,な お未解決のまま残され

ている。

最近教育界と産業界との協力関係が一段と緊密の度

を加えんとしている折柄,文部当局においてもこの協

力関係を活用することに努め,企業における中堅従業

員の養成機関としてその任務重き実業高等学校本来の

面目を発揮するため,学校の種別及び配置を考慮する

と共に,教科課程の内容等につきその充実をはかられ

たい。 (以下略)
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(昭和31o2・ 9)

日本経営者団体連盟 教育委員会
最近先進国における科学技術の進歩はまことに目覚

しいものがあり,各 国ともに第二次産業革命ともいう

べき原子力産業・電子工業の勃興およびオートメーシ

ョンの普及産業技術の躍進的な向上発展に備え,技術

者・技能者の計画的な養成教育に懸命の努力を傾けつ

つある。例えば, ソ連においては年々 6万の専門技術

者, 7万の中級技術者を養成しているが,第 6次 5カ

年計画でこれを 5割方引上 |ザ 5年間に新たに90万の科

学者・技術者の供給を目標としている。イギリスでは

現在技術系大学生の数は戦前の 2倍を超えているが,

明年から 5カ年間に新規の上級技術者を 5割増加し,

下級技術者・熟練工を倍増する方針を今春決定し, こ

れに必要な施設費 1億ポンド (1000億円)支 出の措置

に乗出した。アメリカでもアイゼンハワア大統領は科

学者・技術者養成委員会を設置して, ソ連に対抗する

科学者・技術者の積極的な養成計画の樹立に当らしめ

ている。然るにわが国においては,戦後学校制度の変

革をみたが,技術教育の重要性は殆んど顧みられると

ころなく,大学について|ま理工系に対し法文系偏重の

風は依然改められず,義務教育についても理科教育お

よび職業教育を重視して産業技術向上の確保を図らな

いならば,わが国科学技術は日進月歩の世界水準に遅

れをとり,列国との競争に落伍することはけだし必至

の勢であり,悔を次の世代に残すものといわなければ

ならない。

われわれ |ま技術教育の振興こそ 1日 も遅延を許さな

い亥」下の急務であると信ずるが故に,新時代の要請に

対応する産業技術教育の革新と科学者・技術者および

技能者の計画的な養吹のため,下記の諸点について政

府の一大英断を要望してやまないものである。

1 今後の経済発展に対する技術者・技能者の計画的
養成教育

今後 5年ないし10年間における国内経済の拡大,東

南アジヤ開発および科学技術の高度化の要請に対応す

る技術者・技能者の要員数を想定し, これを充足する

に必要な専門大学の設置,法文系学生の圧縮と理工系

学生の増員,工業高校の充実,勤労青少年の技術教育

の刷新,小・中学校の理科,職業教育の推進等につい

て,年次目標を設定するとともに所要の経費を計上し

て速かに計画の実現を図ることが極めて緊要である。

2 義務教育における理科教育・職業教育の推進

新時代の要請に対応する¬

L技術教育に関する意見



現在中学校卒業者の約半数は直ちに社会に出て職業

につき,これら就職者の半数近くは産業界にはいつて

その多くは一般技能工員となるが,一国科学技術振興
の基盤は幼少年期における理科教育,職業教育の徹底
にあるので,小学校および中学校におけるこれら教育

は積極的に推進しこれが,拡充を図るべきであり, こ

れがため教育養成機関における理科,職業教育もまた

刷新するとともに,一般国民の理科教育に対する認識

を改め関心を高める措置を講ずべきである。

3 勤労青少年の技能教育の刷新
(1)わが国産業の一般技術水準を高度化し,生産性

向上を図るには,各業種の要請に対応する多能工・単

能工の養成をさらに推進する必要があるが,現行の労

働基準法による技能者養成牛1度は監督行政の見地にた

つて制定され,画一的な拘束が存するため,現在基幹的

な重化工業においてこの制度により養成している技能

者の数は 2万にも足らない状況である。今後産業の要

請に合致した量と質の基幹工員を養成するには, この

制度を積極的に助長する建前の単行法の制定されるこ

とが急務である。大企業においてはこの新立法に基い

て単独に多能工・単能工の養成施設を設けることがで

きるが,単独で企業内に養成施設をもち得ない中小企

業については,共同養成方式を奨励してこれに国が助

成の道を講ずるとともに,国または地方自治体が有力

な技能者養成施設を設けてこれら企業における養成を

援助すべきであり,指導員の養成についても国の指導
センターの設置が望ましく,養成工の格付を行うため

の技能検定もかような政府機関において行うことが適

当であろう。なお養成工の向上′いを高めるため,必要

により定時制高校・通信教育とも結びつけ,高等学校修

了の資格を附与する道を開いておくことが望ましい。

(2)企業の青少年従業員が昼間職場で労働しながら

毎日夜間に普通課程の高校へ通学する定時制高校の現

状は,地域的業種的に特殊な場合を除いては,一般的
にいって,職場の能率の見地からみても,ま た本人の

健康の見地からみても決して望ましいものではない。

従って昼間の職業をもつ青少年に対する定時制教育

は,労働と教育とが内容的に一致するように普通課程

よりも職業課程に重点をおくこととし,また現在通信

教育は普通課程のみ実施されているが, これに職業課

程を加えこの職業課程の通信教育を多分に採 り入れ

て,定時制・通信教育いずれでも随意に履修し得るも
のとし,定時制通学の負担を軽減すべきである。

4 初級技術者および監督者養成のための工業高校の
充実

(1)産業界は主として中級技術者の補助者たる初級

技術者および,現場作業の指導に当る第一線監督者と

しては,技能者出身の適任者を訓練する外,工業高校
の卒業者を採用しこれを職場において養成 してい る

が,高校においても大学と同じく普通課程と職業課程
との間に均衡を失し,工業高校卒業者の数は定時制を

含めても現在年平均 5万にすぎず,今後産業の需要を

充足し得ない状況にあるので,普通課程の高校はでき

る限り圧縮して工業高校の拡充を図るべきである。

(2)工業高校の教育内容については,学校所在地域

の産業の特色を充分考慮し,必要を知識と技能を援け

るばかりでなく,産業人としての人格教育,躾教育に

も力点をおくべきである。戦後の工業高校生は技能に

おいても基礎知識においても甚しく不充分であるが,

これは主として年限が 3年であることおよび教職員の

資質低下に因るものである。従って,効率的な初等技

術教育を行うため,中学校と結びつけて 6年制とし,

一貫した教育を行い得るような道を拓く必要があり,

また教職員の資質の向上を図るため,その再教育,人

材交流等を行うとともに,学科と実習とが相互密接に

関連して一貫的な教育を授けるように配慮することが

特に必要である。

(3)工業高校の実習施設については,職場の設備に

比して甚しく遜色があるので,産業教育振興法を再検

討して質量ともに内容の充実を図ることが肝要 であ

る。

生徒の学夕1実習は現状では一般に困難であるが,教

職員の国内現場留学と産業界からの講師派遣について

は,産業界として協力に吝かなもので|まない。(以下略)

科学技術教育振興に関する意見

(F召禾日32o12)

日本経営者団体連盟 技術教育委員会
昨年11月 当委員会が「新時代の要請に対応する技術

教育に関する意見」を建議してより,政府が科学技術
振興を重要国策の 1と して採り上げ,科学技術教育の

振興に対し積極的に乗り出されるに至ったことは,わ
れわれの欣快とするところであるが, ソ連の人工衛星

打上げ成功以来各国の科学技術教育拡充は一層加わつ

ているので,わが国がこの世界的動向に遅れをとらぬ

ためには,科学技術教育の基本方針を樹て長期計画に

従って,質量の両面における飛躍的な施策を講ずる必

要がある。

よって,政府は昭和33年度予算編成に当り,科学技

術教育振興について特に左記の事項に留意し,所期の

効果をあげるため強力な予算措置を採られえ′ことを要

望する。



記

1 小・中・高等学校の理数科教育および職業教育に
つヽヽて

(1)小 。中 0高等学校の理数科の授業時間数を増加

し,実習実験設備の充実を図ること。

(2)科学技術に対する国民常識の函養を図るため学

校教育のみならず社会教育上適切な措置を講ず る こ

と。

(3)初等中等教育制度の単線型とし,中・高等学校

教育において生徒各人の進路特性,能力に応じ普通課

程 (必要により,さ らに人文系と理工系)と職業課程

に分けた効果的能率的な教育を実施すること。

(4 小・中学校に職業指導教員を置き適切な職業選

択指導を行うこと。

(5)中・高等学校を連結した 6年制の職業高校の早

急実現を図ること。

(6)中・高等学校生徒に対する育英制度の充実を図

り,特に理工系に進む生徒を優先的に取扱うこと。

(7)理数科専門の教員養成機関を設け,小・中・高

等学校教員の再教育と新規養成を急ぎ,その他関係教

員の内地留学の強化,産業界よりの優秀な講師の派遣

などの方策を採ること。

{8)企業内の技能者養成制度と定時制高校および通

信教育との一層の連けいを図ること。 (以下略)

高等学校における産業教育のあ り方につ

いて (工業教育のあ り方にういて)」

(昭和31年 11月 29日 )

中央産業教育審議会工業小委員会

1 高等学校における工業教育の目標
高等学校における工業教育の目標は,工業の業種や

業態の特質および地域的特性ならびに学校の実情など

により種々異るべきものであるから,一律に目標を設

定して工業教育を割り切ることは適当でなく,工業に

関する各課程ごとに具体的に設定されなくてはならな

ヽヽっ

しかしながら,高等学校における工業教育を広く見

通した場合,一般的には次のような目標が考えられる

であろう。   ´

高等学校における工業教育は,わが国工業界の生産

性向上の実質的な推進力となる技術員の養成をになう

きわめて重要な教育であって,その教育 |よ現場技術に

立脚し広い視野と基本的な知識・技能を与えることに

よって,工業人としての正しい自覚をもった人間の育

成をめざすものである。

したがって工業に関する各課程の目標は,卒業後,

犯

将来生徒が占める次のような現場の職務を考慮して,

各学校の実情に即して適切にたてることが大切 であ

る。

a 現場作業の指導監督部門に進むものの養成を目標
とする場合。

b 設計,企画,研究等の計画部門に進むものの養成
を目標とする場合Э

C 保守,修理等のサービス部門に進むものの養成を
目標とする場合。

d 販売等の営業部門に進むものの養成を目標とする
場合などЭ

なお, このことは,中学校,高等学校,短期大学,
大学の間における相互の関連や,学校外における工業
教育との関連とをあわせ考えて,国全体として工業教

育に重複や欠陥のないような総合的調整を図ることが

きわめて大切である。

2 教育内容と方法
高等学校における工業教育が,わが国工業界の進歩
発展にじゅうぶん寄与するためには,それぞれの地域
の特性ならびに学校の設備・教員・経費などの条件を

考慮して,教育効果 。経済効果 0就職の便等に最も適
切な学校規模,課程の重′点的構成などをも策定する必
要がある。このために1ま , とくに普通教科の単位数や

履習の方法において, より弾力性に富んだ教育課程の

編成ができるように研究することも必要である。

次に,教育内容の編成および教育方法の改善につい

て留意すべき`点をあ|ザる。

111 教育内容

各学校のそれぞれの課程の教育内容は,上記の工業

教育の日標のもとに,各学校の各課程ごとに具体的に

設定された教育目標を達成できるものであることが必

要である。このために|ま ,学習指導要領工業科編に示

されている教育課程編成上の留意事項に基いて,教育
内容を編成することが大切である。このよ うにすれ

ば,各課程の教育ヨ標と教育内容との間に間隙がなく
なり,特色ある]1葉教育が交ケ果自

'に

各学校で行われる

であろう。

改訂された学習指導要灯1の内容|よ このような各学校

における種々な場合に適用できるようになっているの

で, これを充争活用する
`」

、要がある。

12)教育方法について

高等学校にお|す る工業教育において,極めて大切な
ことは,生徒が習得した知識は体験によって裏付けら

れ,習得された技能|ま科学的背景をもったものである
ということである.これが知識と技能との一本化した

教育といわれるゆえ t́である。高等学校における工業

ー



教育の本質は一言でいうと,応用力に富んだ基礎的知

識,技能をこんぜん一体として授ける過程を通じて,
工業人としての正しい態度を養成し,全き人格を啓培
することにある。

このような見地から,その,課程の学習指導計画や
指導の方法を充分検討して,上記のねらうところを達

成できるよう,各学校の実情のもとで最も有効適切な

指導形態や方法を見出す必要がある。

特に,実習指導にあたっては,上に述べたことが最
も顕著にあらわれるものであるから,その指導には,

格別の留意が必要である。

3 教育制度について
11)年限について

現在,高等学校における工業教育に対する要望に応

える充分な教育を施すには, 3ケ 年の年限では,指導
方法を改善し,能率的な学習指導を行っても極めて困

難であるので,高等学校の工業に関する課程の履習年

限については,他 日然るべき機関において充分研究す
る必要がある。

さしあたっては,現行の3ケ年制について,中学校
との関連をつける具体的な方法を考慮することが必要

である。

(2)技術検定について

高等学校の技術的水準を高めるには,基本的職種に

ついての基礎的能力を標準千ヒし権威ある技術検定幸1度

を設けて,任意受験させることが望ましいので,早急
に実現するよう研究をする必要がある。ただしこの場

合,高等学校の本質がゆがめられないよう充分な配慮

が必要である。

13)大学進学について

工業技術の進歩発長のためには,工業高等学校から
大学工学部へ進むコースもきわめて有意義であ るの

で,大学工学部の進路について合理的な措置を積極古,
に確立する必要がある。 (中略)

6 定時+1教育について
現行の定時制教育について|ま常1度 ,内容,方法など
については考慮を要する点が多いので,本審議会にお
いては今後さらに研究を続けるが,さ しあたり次の点
に注意すべきである。

現在の工業に関する高等学校定時牛!教育は,大半が
夜間に行われており,且つ,こ こに学ぶ生徒には,現
に工業に関する職場に働きつつその現職 (再)教育を
受けようとする者 (すなわち有経験者)と ,職業前教
育として工業教育を受けようとする者 (未経験者で,

昼間,他の職場に働きつつある者)と 未就職者とが混
在している。

このため,教育方法,内容等に特別な工夫をしても
なおかつ効果をあげ得ないうらみがある。よってこれ

が制度ならびに運営に関して抜本的な改善を必要とす

るものと考えられる。

(a 定時市1教育が,概ね夜間全日制の如き状態である

現状に検討を加え,真に定時制の効果を発揮させる
ように改善を図る必要がある。

幅)現職の教育と,未就職者の教育について区別する
°

必要がある。

C)他の教育また|よ養成機関,た とえば企業内の技能
者養成との緊密な連けいを図る必要がある。

個)通信教育との関連についていっそうの工夫が必要
であるc

7 産業界との関連について
工業高等学校と関係産業界との密接な関連を図るた

めに,次の措置を講ずる必要がある。
(11 学校は産業界との連絡調整の役割を果す担当者

を定め,その資質の向上を図る。

(21 学校 |ま,広報活動に意をそそぎ,産業界や生徒
に, 自校の特色や内容などを充分知らせる必要があ

る。

(3)産業界に対して,学校職員の研修や生徒の実習
ならびに就職などについて積極的な協力を要請する。

特に産業現場を実習の場として活用できるよう産業

界の協力が得られれば,実習の効果はいっそう向上す

るので,関係業界の理解と協力を要請する。

(4)採用試験にあたっては,工業高等学校の卒業生

にふさわしい問題を出題し,工業高等学校の事業上の

特質を発揮できるよう,業界の理解と協力を要請す

るc

科学技術教育の振興方策

(「呂禾日32 o ll)

中央教育審議会答申

戦後欧米諸国の科学技術は,躍進的な発展を遂げ ,

その発異の■ぶところ|ま生産技術面のみに と どま ら

ず,広 く管理 。経営の面にまでいたっており,産業は

その面目を一新して一時代を画しつつある。しかるに

「わが国の科学技術 |ま戦争に よ る破 壊,敗戦に次ぐ
混舌L・ 疫弊 。研究施設設備の老朽に・ 旧式 fヒ・ 研究費

の不足等|二 よって立ち遅れ, これを基盤とする産業技

術・ ひヽいて|ま産業自体も進歩をはばまれ,そ の新開発
|ま主 として外国技術の導入に依存しなければならない

現状にある。これを打開して,産業技術を振興し,産
業の自主性を回復し,国際的競争力を高め, もって経

済の復興,民生の安定,文 fヒの向上を図るためには,



科学技術の振興,特にその基礎としての科学技術に関
する研究と教育の振興が必要である。もとよリー国の

文 fヒは,自然科学・人文科学・社会科学の調和ある発
達の上に築かれるものであり教育も技術に偏すること

なく,広い教養の上に立つべきことは論をまたない
ところである。しかし,戦後わが国の教育|ま ,その改
革が急激に行われたため,科学技術教育の面から見て
「教員組織,設備,施設」等においてはなはだ不備が
ありその内容も各学校段階間に関連性を久き,多 くの
問題を包蔵しており,進歩した科学技術の要請する科
学者,技術者を養成することは,質においても量にお
いても望みがたい現状である。このことは諸外国にお

いてぼう大な経費を投じ,画期的な科学者,技術者の
養成計画を樹立し,真父1に科学技術教育の振興を図っ
ている今日,深く反省されなければならないところで
ある。ここにおいて,本審議会は工業技術を中′いとし
て科学技術教育振興のため以下の対策を定めた。政府

は本答申に従い,科学技術教育の振興を重要かつ緊急
な政策として取り上げ,周到な計画を定め,その実施
のためにじゆうぶんな予算を計上し,必要な行政機構
等を整備拡充して,強い決意をもって早急にその振興
に着手されんことを望む。

高等学校・および中・小学校における科

学技術教育について

1 高等学校および中・小学校卒業者の質の向上

高・ 中・小学校

高等学校および中学校の卒業者は,上級学校へ進学
する者とただちに職業または家事に従事する者とに分

れる。進学者については特に基礎学力の向上が望 ま

れ,就職する者については初級の技術者・技能者とし
ての資質の向上が切望されている。このためには,高
等学校および中・小学校を通じて,基礎学力ないしは
科学技術の基礎である数学 (算数)0理科教育等を強
｀
化するとともに,高等学校においては産業教育,中学
校においては職業に関する基礎教育を強化する必要が

ある。しかし,数学 。理科教育および産業教育の実施
においては,生徒の進路の多様性に留意して,その志
望と能力に応ずる指導がなされることが必要である。

以上の観点から,次の対策がとられなければな らな
ヽヽ。

(11 教育内容および教育方法の改善

C 数学 (算数)・ 理科および技術に関する教科に
おいては,内容を精選して基本的・ 原理的事項が

系統的にじゆ うぶん学習されるようにするととも

5θ

に,外 国語・ 国語等についても指導を徹底するこ

と。

C 中・小学校の教育課程において数学 (算数)・
理科教育を強化するとともに,工作等の学習を改
善充実して,技術的,実践的態度の育成を図るこ
と。

C 中学校においては,義務教育の最終段階にある
ことにかんがみ,高学年においては,い っそ う進
路特性に応ずる教育を行 うことができるように教

育課程を改善すること,

C 高等学校および中学校において|よ ,進路指導を
いっそう強化すること,

C 高等学校の各課程の特色をいっそう生かすよう
にするとともに,普通課程においては,進路に応
ずる教育を充実するため, コース制を強化するこ

と。

C 高等学校の定時牛1課程においてその目的・性格
を明らかにし,い っそう職業教育を重視し,地域
産業との関連をさらに密接にするとともに,通信
教育においては,職業に関する教科の実施科目を
いっそう拡充すること。

C 義務教育終了後,進学することなくただちに就
職する者に対し,短期の技能教育を施すため,高

等学校の別科の年l度を活用して産業科を設けるこ

と。

③ 指導の徹底を図るため,中 0小学校 に お い て
は,一学級あた りの生徒・児童数を50人以下とす
るように必要な処置を講ずること。

(2)教職員の充実と質の向上

C 高等学校および中 O小学校における教職員の定
数の増加を図ること,特に理科・工作・産業教育

関係教員の必要数を確保する処置を講ずるととも

に,高等学校にあって|ま ,実習助手を置くことを
促進すること。

② 優秀な人材を多数教員として迎えるため,産業
教育関係教員のうち,特に必要と認められる者に
ついては,そ //D待遇について,特 51の考慮を払う
とともに,産業教育関係教員になろうとする者に

対し特5」の処置を講ずること。

3 高等学校および中・小学校の理科・工作・産業
教育関係教員の資質を高めるために,教員養成諸
学校におけるこれらの教科についての教育を充実

強化するとともに,教員養成度制教員免許制度を
再検討してその改善を図ることc

O 次の方法によつて教員の現職教育を行 うこと。
A.科学教育研究室を拡充強化し教員の長期研修

L



に資すること。

B.産業教育関係教員に対して,特に現場実習の
機会を与えること。

C.理科・産業教育関係教員に対して,年次計画
をもって,実験・実習を中,い とした現職教育講
座を開設すること。

(3)施設・設備の充実

高等学校および中・小学校における科学技術教育に

必要な施設・設備を急速に整備すること。このため,

理科教育振興法に基き,理科教育に必要な実験・実習
の設備を,年次計画をもって急速に整備充対す る こ
とcなお,学校において備うべき実験・実習の機械・
器具等の研究を助成し, もって能率的なよい教材・教

具の奨励,普及に努めること。また,産業教育振興法
による国の財政的援助を強化し,設備の更新,産業の
進展に応ずる特別設備の充実に対しても助成す る こ

とc

(4)研究費の増額

理科 0産業教育関係教員に対してその研究意欲を増

進させるために科学研究費のうちから研究奨励金を交

付する制度をいっそう拡充すること。

(5)教育制度の改善
工業に関する初級の技術者の資質を高めるため,高
等学校工業課程に中学校を付設して一貫教育を行いう

るようにすること。ただし,政府はこの実施にあたっ
ては義務教育あるいは他の課程との関連を慎重に考慮

すべきである。また高等工業課程の教育を充実するた

めに,専門によっては専攻科制度の活用を促進するこ
とc

(61 高等学校 と産業界との連係

① 生徒の工場実習,教員の現場実習の機会をうる
ために産業界との連係を密にし,相互の協力を促
進する方策を講ずること。なお,高等学校定時制
課程と技能者養成施設との連係を密にすること。

② 産業界における技術者の協力をうるために,そ
れらの技術者を容易に教員 (講師を含むc)に採
用できるように,資格,待遇について必要な処置
を講ずること,

2 高等学校職業課程卒業者の数の増加
高等学校職業課程卒業程度の技術者の数は,大学卒
業・短期大学卒業程度の技術者の必要数に応じて多数

必要であり,ま た,将来著しく不足するものと予想さ
れるからその数の増加のため,以下の対策の講ぜられ
ることが必要である。

{1)養成計画の樹立

大学卒業程度の技術者の場合と同様に,産業の進要

に伴う社会的需要,専門分野別必要数等を調査沢l定し

て,年次養成計画を樹立すること。

(2)職業課程の増設

高等学校工業課程卒業程度の技術者は,将来特に著
しく不足するものとみられているから新設または普通

課程からの転換によって,職業課程の増設を図 るこ

と, このために|ま ,国はその施設,設備のために大幅
に財政的処置を講ずること。           

・

1      
策に関する答申」

(1963o l o 14)

この答申|よ , 3章からなっており,第 1章 人的能
力政策の必要性,第 2章 人的能力開発の課題,第 3
章 人的能力政策の基本方向となっている。そして,
中等教育に関する事項 |ま主として第 3章でのべられて

いるので,その部分を抜すいしておこう。

3 人的能力政策の基本方向
1・ 序 説 (E各 )

2.教育ヨ|1練の拡充と刷新
人の教育訓練に|まかなりの期間を要するし,教育訓

練の効果も長期にわたってあらわれるもの で あ るか

ら,経済成長との関連で教育訓練を考える場合,長期
の経済見通しにもとづく労働力の量的質的需給予沢1の

検討が大前提となる。そのおよその姿については国民

所得倍増計画等各種の検討があるが, これが新しい問

題であるため,必要な労働力の質および量と教育訓練

との関係づ|すの基礎的資料が不十分なことは否 め な

い。この問題は企業における職種ないし職務の明確化

が進んでいないことにも対応している。したがって今

後具体的に教育ヨ|1練政策を樹立,実施する際には,労

働力の需給予1員 1の深

`Lが

ど、要であるとともに,企業に

おける職務編成の近代 |ヒを促進することも重 要 で あ

る。

なお国民所得倍増計画で示された政策的諸問題をす

べてここでくり返すことは行わないが,その重要性 |ま

改めて指摘するまでもない.

(― )学 校教育の拡充
11)高等教育にお|する科学技術教育の充実 (略 )

(2)中等教育の改善

全日午1高咬について|ま,産業界の需要の変化と進学

者の増加による供給偵1の条件の変化に即応した改善が

必要である.普通課程については基礎的で平易な一般

向きのA類型の教育課程において,職業科日, とくに

技術革新時代にふさわしい実践的教科の履修を促進す



る必要がろう。職業課程については,工業高校の拡充
ケれ うヽまもでないが,と くに基本的な学科 であ る機

械,電気,化学等に関する学科の拡充が必要である。
同時に学科によっては実習を多くした教育を行なうこ

とも考慮に値しよう。また,工業高校における実習の

適当な部分は,企業の現場において行なうような方法
を推進する必要がある。農業高校については,その教

育の内容を大規模,機械化農業の経営担当者としての

資質を与えるにふさわしいものにする必要があるし,

畜産,果樹,園芸等成長部門,農業機械,農業経営等
に関する教育の充実と農産物加工,農業土木等関連産

業従事者の養成も重視されるべきであろう。

定時制高校については,それが勤労青少年の教育餞

関としての意義が大きい点から考えて,健康保持の観

点からできるだけ昼間通学に移行することカミ望 まし

い。そのためには,勤労青少年の使用者, ことに中小

企業経営者の理解と協力が必要である。

ところで後期中等教育の完成をどのような形態で行

なうかという問題と関連して,現在の形態の高校に進

学しなかった青少年を教育するためのつぎのような構

想の中等教育の制度が考えられる。これは二週間のう

ち何日かの昼間通学を原貝1とするものであり,教育内

容は一般教養課目と職業教育訓練に関するもの, とに

わけられよう。そして,教科は教室で,実技は現場で

という原則の下に,多様な教育の形態が考えられる。

一般教養課目は各人に共通的なものであるが,職業致

育訓練に関するものは職業や職種によって異なるもの

である。教育の場も特定の場所にある学校に全員が通

学するということではなく,教員,設備,教育内容が

一定の基準にあるかぎり,職業訓1練施設,各種学校,

経営伝習農場等の発展したものにおいて就学すること

も中等教育の一環として認められるべきであろう。実

技的なものは, これらの施設で受け,学科はいわゆる

学校で受けるということも考えられる.しかし,一挙
にこのような形態の教育を普及すること|ま 困難 なの

で,当面は,現在の定時牛1高校の課程を前1[:2年 と後

期 2年にわけ,前期 2年を職業訓練法に基づく職業訓

練と密接な連けいを保てるような内容と牛1度に改変す

ることから始めるのも一案であろう。なお, このキI支

が実現された暁には, この新しい前,コの課程を終った

者で,進学の意志と能力があるもの|ま定時牛1高校 3年

に進み,ひいては大学進学の可能性も与えるというこ

とも考えられる。

(3)能力主義による教育の改善 (略 )

(二)職業訓練の拡充と体系化
(1)職業訓練の拡充 (略 )
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(2)職業訓練の社会的慣行化と体系化

技能労働力を養成する職業訓練を社会的な制度とし

て確立し,職業につくもの|ますべて何らかの職業訓練
をうけるということを慣行 fヒすべきである。

職業訓練は実地に即して行なわれるのが最も効果的

であり,かつ自らの企業で将来使用するものを養成す
るという性格が強いので,職業訓練の主体は本来企業
であるべきものと考える。しかし,訓練の内容は産業

や職種によって共通的なものであるし,養成された技

能労働力が国の経済成長を担う有力な一員になるので

あるから,公教育の一環として国が統一的な基準を作

るとか,教材を作成しあるいは指導員を養成する等現

行の助成措置をさらに充実していくことが必要 であ

る。また職業副|1練 |ま中等教育の一環として位置づけら

れる面もあり,さ らに将来労働力移動が円滑 fヒするこ

とも考えあわせれば,単に基準の作成等に とどま ら

ず, このような職業訓練を行う企業に対して,その言1

練施設の設置等について助成措置を講ずる必要もあろ

う。 (E各 )

職業ヨ|1練の社会的慣行 fヒの方法としては,……職業

デ|1練自体の拡充策とともに, このような職業訓練を中

等教育の一環として位置づけ,前項の中等教育完成間

題のところでのべたような方向において制度的な確立

が行なわれるべきであろう。当面|よ最近行われた定時

告1高校との連けい措置をさらに前進させることも必要

である。 (f各 )

日本教職員組合の一
l

l―戸中等教育研究委員会報告」

1 1よ じめに一一後期中等教育改革をめぐる情勢 (略 )

2 人的能力政策の基本的弱′点 (略 )
3 “能力主義"の論理 (略 )
4 後斯中等教育改革案の具体的内容と問題点
われわれの基本的観′ミ|ま こうである。すなわち全青

年が各自に課せられている民ザ〔的階級的な課題を把握

し,それにこたえていけるためには,将来の進路の如

何を問わず (も ちろえ進l冬によって分fヒが行われるこ

と|ま当然だが)一定水準の社会科学, 自然科学の基礎

の系統的学習,実践を通しての法則,技術の修得,心

の豊かさの育成を可能にするような後期中等教育をす

べての青年のために共通に用意しなければならないっ

次に問題′点を指摘しておこう。

111 教育にお|する能力主義徹底 (ハ イタレントの早

期発見)のために1ま中高時代にお|する能力の観察と運

路指導の強 fヒを第 1に あげ,その方法として専任カウ

L



ンセラ1の配置,研究機関の設置,有効なテストをあ

げている。一一これが普通課程通学者に対する最大の

対策のようである。これが目下,学カテスト,能研テ

ストとしてすでにあらわれている。能研テスト反対斗

争とのとりくみによって全日制高校の教育の空洞化現

象が教師及び生徒によってはっきりと自覚された例が

みられる。理在のいわゆる一流高校,中学の空洞化の

現状と原因をはっきりつかもう。更にまたこれは現在

の中学校の進路指導と深くかかわりをもってくる。教

師自身の民族,階級の課題の自覚と深くかかわりをも
てD。

(2)能力部会報告にもあらわれているが今度の中教

審答申の中心点の一つが定時制通信教育の性格規定に

おかれていることが注目される。すなわち「勤労青年

教育として」の性格をより明確にしその方向で拡充す

る。したがって高校ではあっても全日制高校の内容と

は異なるのが当然だという方向がだされている。極言

すれば,高校教育とちがった方式,いいかえるなら社

会教育的方法を活用して教育の機会をあたえるという

方向に進む可能性があるЭ (現に高校関係の中教審委

員はそのような見解を発表している)―一これが例え

ば能研テストでは定時制は始めから問題にされず,全

日常1には熱′いに勧誘した校長が定時牛1にはしらせもし

なかったという形で現在素地作りがされている。その

こと自体を問題にし,能研テストのもつ意味をそこか

ら掴んで反対に立上った高校もある。おそらく,今度
の答申で一番大きな問題を投げかけられるのは定通教

育であろう。生徒の切実なあらゆる意見での差別徹廃

の声にもかかわらず,差別を実質的にも形式的にも決

定づけるような答申案が能力主義の名の下に提出され

る可能性がある。ここで後期中等教育の教育内容,質
の問題が当然問題にされなければならない。

(3)企業内教育と学校教育との連携については,定

時制と企業内教育との連携のみならず全日常1職業高校

と企業内教育との連携が,ア メリカやソビエトの事例

をあげながら説かれている。

この点従来までの連携教育の実情と問題`点をふまえ

た上,現在行われている具体的例について,青年に民
族と階級の課題を自覚させるという公教育的観

`点
を貫

くときどんな点が斗いにしなければならず,ま たなら

ざるを得ない点かを明確にする必要がある。この際技

術高校の問題も産学共同,定時制の問題等も同様な観
点で討議すべきであろう。

(4)職 業高校1については全日制コースとの相互転

換,実習の強化と基礎的学科の単なる拡充,農水産高
校の性格規定と転換の問題がでている。

一―ここでは再び後期中等教育の質,教育内容の中味
の問題が問題になってくる。綜合技術教育によってと

いう方向はあるにせよ,現実の斗いの中でこれらの実

体をつくりだしていくためには,(1)(2X3)の 具体 的事

実,斗いとのつきあわせが必要になろう。

またコース技術科及び商業課程の内容の問題は女子

教育のあり方,中味とも関連をもってくる。

農水産高校の問題はわれわれの直面している重大な

課題の一つである。ここでは農村定時制の続廃合問題

も関連して問題になる, ここでも後期中等教育の質の

問題が農業高等学校の基礎課目の問題として登場する

であろう。

(5)産業高校あるい(よその他の問題は実は後す0]中等

教育理念の試金石である。部会の報告及び予想される

答申案の傾向|ま , ここに生活条件も低く,学習意欲も

低く,｀したがって教育の機会も与えにくい存在として

の中小企業,中小企業,小 自営農家で働く青年達をあ

げている[

一―中教審委員の一人によれば, こんな子供達に全日

常1高校と同じ内容の教育なんか必要もないし,できっ

こない,そんなことをするから非行者がふえるのだと

もらしている。働く青年の埋もれた能力を発揮させ自

らを国の主機者として活動に立上る道筋をわれわれの

実践の中からつかみ,理論 fヒし,全国の仲間の活動に

結びつけることによって予想される中教審答申を事実

でうちやぶっていこう。

(6)最後に,われわれの後期中等教育の理念を所得

倍増計画―一ノ、的能力開発政策, 部会報告 “能力主

義"と の斗いを通して民族的,階級的課題としてはっ

きりつかみなおそう。

一一日本の青年 1ノ、1ノ、が負っている真の課題は,民

族の現状を正視せず,階級対立をごまかした現状分析

から1ま (それがいかに画期的で合理的にみえても)で
てこないT権力のだそうとしている教育政策の弱点は

まさにその一番基本的な点にある,それ故われわれ

は, 日本の各地域職場学校でおこっている具体的な実

践 (教室での本当に皆をのばそうという授業,仲間と

の研究サークル,生徒青年とのサークル話しあい,父
母との話しあい,組合の諸活動,地域での活動等)の

中から,権力の政策の弱さをつかみ,青年,父母,労

働者,農民,市民とともに中小企業経営者,中小商業

経営者をも含めて, この政策の本質を暴露しおいつめ

ることができる。そしてその斗いの中から子供たち,

青年たちに与えるべき教育の中味をしっかりつかんで

これを実現できるように運動していこうc
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<教材・教具解説>

郵 便 受 の 製 作

1年生の木材加工の学習の中で, 1学期に「本立て」の製作を同じ規格で,一斉にとりあげ,木材加工に

関すを基礎的な学習をすませたあと, 3学期より,生徒に「箱の形をそなえたもの」というプロジェクトを

与え,自分で考え,設計し,製作させた。
1 材料 すぎ板 (12× 200× 750),同 (12× 150× 1500),ガ ラス (学校の廃物利用),ち ょうつがい(0.5×
20× 30)2ケ ,留め金具,木ねじ (長 さ40)8本 , くぎ (1.83× 32,2.11×45), その他接着剤,ベ イン

ト,テ レピン油,パ テ等。

2 設計にあたって
イ)決められた材料 (すぎ板,ち ょうつがい,塗料, くぎは学校で準備,その他は個人で準備)の範囲内
で考案させた。

口)都営住宅が多い地区なので,玄関にとりつけられるようにした。
ハ)郵便物の規格を考えて形状,大 きさを考えさせた。
二)差し入れられた郵便物が外からみえるよ うに した。
ホ)雨水が入らないよう工夫させた。
へ)その他, こまかな細工は生徒にまかせた。

3 製作にあたって

信泉保

イ)生材で水分の多い板材であったので木取り後い

くつか狂が生じてしまった。そこで下図のように

材料を針金で固定し,狂の部分を 150° C内外にコ

ンロを使って短時間に強力を加えて,両面から加

熱した。

口)側板の木日,小端のカンナ削りのしかた

カンナの側面を工作台上につけて手前にずらし

ながら削る面

ハ)すぎ板なので節のある板の削

ぎ方に注意し次のようにした。

カンナ
/

①  33は二枚刃
カンナを使用

C面は一枚刃

カンナを使用

特にOの部分

は損じやすい

のであらかじ

めDの部分を

面とりしてお

き木日削りを

行う。

り方,さ か目の防

木表は樹木の元

の方から木うら

は末の方から削

る。

節のある板材

不幸し歿|

秘

●
ハ
■
１

・
■
，
　
　
　
　
。
「

．

7:

節のならい目(木 理 とは逆 )



■
■
「

■
Ｄ

ｌ

３

　

‥

４

t

生徒の中にはカンナ削りの際に,さ か目をどう

してもおこしてしまう生徒がいるので,板面に温

水をかけて削らせた。

二)屋根板の幅箋ぎ

手押カンナ盤で∠再
~~栗
編み子馬菅し
たあと手カンナ

で中ほどをやや

隙かげんに削り

接着剤をつけ、
|ま たがねで両瑞
をおさえる

ホ)切 りぬき (と びら)

|―

とびらに窓あなを切りぬくには,あ らかじめ四

すみに三つ目ぎりで穴をあけ糸のこを通して切る

へ)組立てにあたっては,生材であったためくぎの

保持力がよわまること 木ゝ端,木日への打ちつけ

箇所が多いので, くぎ,木ねじともやや長めのも

のを使用した (う ちつける板厚の4～ 5倍の長さ

のもの)

卜)と びらのとりつけ

木端への木ねじのとりつけはやや長めのものを

使用

チ)塗装は

きじみがき,節 どめ,あなうめ,下塗り,上塗

りの順で刷毛ぬりで行った。

― ○

〈反省〉 本校では昭和38年度 3学期にこの教材をとりあげました。まえがきにのべたように,いろいろな作

品の中の一つであり,一人一人がそれぞれちがった作品であるので十分指導が行きわたらなかったので教材

費 (一人 320円 )のわりにみばえのするものがあらわれなかった。技術的にはとびら板の切りぬき,ち ょう

つがいのとりつけに失敗した生徒が多かった。要はどんな題材をとりあげるにしろ,その題材のとりあげ方

にあると思う。満足できる指導ができなかったが生徒が自ら設計し製作した意義は大きかったと思う。

一一け，

(1習 合接 )

___lη部2がェ作中
かけやすいので注意

爆|  卜戻 |スギ 2

|プラスひlal■ン

|

⑤

⑤

Ｆ
Ｆ
Ｆ
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術 教 育   10月 号 予 告

特集 :授業研究はどこまですすんでいるか

<9月 20日発売>技

技術の発達と技術科教育 ……………岡 邦雄

一授業研究はどこまですすんでいるか一

・栽培学習について …………………後藤 豊治

・加工学習について …………………佐藤禎一

・機械学習について …………………小池一清

・電気学習について …………………水越庸夫

・女子の技lT教育について …………鼈 尋軍浪

家庭科教育について ………。…………・村上博子

<実践的研究>
回路計の学習指導。…………………………竹 田紀 男

木材加工における考察設計の指導……黒 田恒雄

技術科の実践から鯰)…………………編 集 部
<海外資料>
学校にお |ナ る職業

オ リエンテーション・………・…・……杉森  勉
<教材・教具解説>模型製作 ……………小池一清

Ｉ

ｌ

〉

1互| 1互| 1互| 1豆 |

ぐ,夏休みも終りに近づき,涼風のたつ秋を間近かにひ

かえてはおりますが,あいかわらず不快指数の高い,

むし暑い日がつづいております。みなさまがた1こは,

日下, この体み中にいろいろな講習会や研究会などに

でて勉強され,そ こから得た新しい知識や技能を新学

期からの授業にいかに生かすかを考えながら,意欲に

みちて準備にいそがしいことと存じます。骨折甲斐の

ある成果を期待します。

C本号がようやくできあがりましたのでおとどけしま

す。編集子も夏季大学講座の準備・運営,それにつづ

く岩手県花巻温泉での研究大会とあわただしくすごし

てしまいかんじんの本誌の編集のほうがお留守になっ

てしまいました。その結果は如実に本号にあらわれて

しまいました。つまり,原稿がどうしてもあつまらず

56ページで出さなければならなくなりました。今回の

不足分については,いずれ機会をみて増ベージなどに

よってうめあわせるつもりでおりますので,なにとぞ

ご了承くださいますようお願いしますc

◇さて,本号は,最近とみに重要な関′い事となってき

た後期中等教育との関連で,職業・技術教育の問題を

とりあげてみました。現在世界の主要先進国において

は「中等教育の完成」への努力が積極的にはらわれて

いますcと ころで,同 じく「中等教育の完成」といっ

ても,政府・産業界でいうそれと,労働組合 0日 教組

など民衆の立場からするそれとでは,その形態や内容

にかなりの差異があるわけです.それは,どの階級的

立場を代表しているかによつて,説明できるように思

われます。

そこでまず,産業界で考えている「中等教育 の完

成」とはいったいどのようなものなのか,そ してそれ

は,教育本来の性格とあい入れるものなのか,はたし

てそのような考えをそのまま告1度化したりすることが

正しい意味での「中等教育の完成」といえるかどうか

また,現在外国では,こ の問題を,どのような方向で

解決しようとしているのかの一端を知るために,イ タ

リアとソ連邦についてそれぞれ前之園幸一郎,X//森勉

の両氏に稿を寄せていただきました。少しでもみなさ

まがたがこの問題を考えるのに参考になれば幸甚に思

うとともに, これを契機として,みなさまがたがこの

問題を真貪1に考えるようになることを期待します。ご

意見をおよせください。

1ご存知のように本誌では常時現場のみなさまがたの

実践的研究 (記録)を求めておりますので,ご遠慮な

く下記連盟事務所あてお寄せください。採用分につい

て|ま ,掲載誌と薄謝を差しあげますc

．
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